

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































18　　17　　16　　15　　14　　13　　12　　11　　10 9 8 7
た
と
え
、
る
享
受
者
の
解
釈
が
加
わ
っ
て
き
、
な
か
で
も
「
注
9
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
よ
う
に
分
け
て
み
た
。
徳
兵
衛
の
決
意
　
　
（
2
4
・
囎
）
蜆
川
新
地
夜
景
　
　
（
2
3
・
4
）
お
初
の
気
苦
労
　
　
（
3
3
・
1
）
「
縁
の
下
屋
に
忍
ぶ
徳
兵
衛
　
　
（
7
3
・
6
0
）
九
平
次
登
場
　
　
（
3
9
・
7
1
）
足
に
通
わ
す
決
死
の
覚
悟
　
（
4
0
・
8
8
）
火
打
石
の
脱
出
行
　
　
（
4
2
・
鵬
）
死
の
道
行
　
　
（
5
5
・
2
2
）
松
と
椋
欄
の
連
理
の
死
場
所
（
5
7
・
4
5
）
恩
愛
の
回
顧
　
　
（
5
8
・
5
5
）
二
人
の
死
・
（
5
9
・
6
4
）
恋
の
手
本
　
　
（
5
9
・
6
6
）
　
節
章
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
こ
の
区
分
が
絶
対
動
か
ぬ
も
の
と
は
断
定
で
き
な
い
。
そ
こ
に
は
、
当
然
、
戯
曲
の
展
開
に
対
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
っ
と
細
分
化
す
る
こ
と
も
、
大
き
く
分
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
お
な
じ
節
章
の
　
　
・
ヲ
ク
リ
や
三
重
な
ど
の
よ
う
に
強
力
な
切
れ
を
つ
く
る
も
の
と
、
フ
シ
」
ス
ヱ
テ
の
よ
う
に
弱
い
も
の
と
が
あ
る
こ
乏
磁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
は
、
戯
曲
の
構
成
を
理
解
し
ょ
う
と
す
る
目
的
に
沿
っ
て
、
筋
の
運
び
が
判
明
す
る
は
う
に
右
の
一6一
　
こ
の
区
分
で
特
徴
的
な
こ
と
は
、
　
「
心
中
二
枚
絵
草
紙
」
以
下
に
み
ら
れ
る
上
中
下
の
巻
に
よ
る
区
別
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
現
存
の
正
本
の
う
ち
、
東
大
国
語
研
究
室
所
蔵
八
文
字
屋
版
十
行
十
六
丁
本
の
み
、
1
と
2
の
境
目
に
中
、
7
と
8
の
境
目
に
下
の
切
れ
目
を
設
け
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
書
店
の
さ
か
し
ら
の
よ
う
に
思
え
る
。
　
「
卯
月
紅
葉
」
以
下
の
確
立
し
た
巻
の
分
け
方
を
考
慮
す
れ
ば
、
7
ま
で
が
上
巻
、
1
3
ま
で
が
中
巻
、
1
4
以
後
が
下
巻
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
処
女
作
に
そ
の
作
者
の
全
て
が
あ
る
と
よ
く
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
近
松
の
世
話
浄
瑠
璃
の
初
作
は
、
こ
れ
以
後
の
課
題
と
な
る
幾
つ
か
の
問
題
点
を
包
蔵
し
て
い
る
。
第
一
に
、
2
か
ら
7
ま
で
の
間
に
（
の
ち
の
区
分
に
ょ
れ
ば
上
巻
）
徳
兵
衛
お
初
の
男
女
主
人
公
を
破
滅
に
お
と
じ
入
れ
る
外
的
事
件
の
す
べ
て
が
集
中
し
て
進
行
し
て
お
り
、
8
か
ら
1
3
の
問
（
の
ち
の
区
分
法
に
よ
る
中
巻
）
は
、
お
初
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
0
と
徳
兵
衛
の
愛
情
の
至
純
さ
を
示
す
心
理
的
葛
藤
を
中
心
と
し
た
情
緒
的
場
面
と
し
て
構
成
さ
れ
、
下
巻
は
、
道
行
が
あ
っ
て
、
ふ
た
り
、
殊
に
男
主
入
公
が
み
ご
と
な
ふ
る
ま
い
を
み
せ
て
、
心
中
死
に
お
よ
ぶ
と
い
ヴ
設
定
で
あ
る
。
‘
こ
う
し
た
上
馬
中
、
下
の
各
巻
に
わ
、
た
る
大
ま
か
な
筋
の
配
置
を
，
一
曲
の
構
成
と
呼
ん
で
お
く
。
第
二
に
、
上
巻
の
外
的
事
件
の
進
行
が
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
徳
兵
衛
の
口
を
か
り
て
、
4
で
説
明
さ
れ
、
視
覚
的
に
舞
台
化
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
従
っ
て
、
、
主
入
公
を
め
ぐ
る
複
雑
な
人
間
関
係
が
す
べ
で
切
り
捨
て
ら
れ
、
戯
曲
に
透
明
な
感
じ
を
与
え
て
い
る
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
上
巻
を
中
心
と
し
た
筋
の
展
開
の
さ
せ
方
を
土
巻
の
構
成
と
呼
ん
で
お
く
。
第
三
に
、
中
巻
で
、
男
女
主
人
公
の
片
方
が
相
手
の
身
を
思
い
や
っ
て
、
愁
い
に
沈
ん
で
い
る
と
、
そ
の
相
手
の
主
入
公
が
訪
ね
て
き
、
秘
密
の
場
所
に
忍
ん
で
、
そ
の
後
の
事
件
の
進
展
を
は
ら
ば
ら
し
な
が
ら
見
聞
す
る
と
い
う
筋
の
運
び
の
み
ら
れ
る
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
に
中
巻
に
み
ら
れ
る
劇
化
の
方
法
を
中
巻
の
構
成
と
呼
ん
で
お
く
。
第
四
に
、
下
巻
で
、
道
行
が
終
わ
っ
て
、
死
場
所
を
決
め
た
男
女
主
人
公
が
、
互
い
の
肉
親
を
思
い
、
断
ち
切
れ
な
い
恩
愛
の
情
に
苦
む
む
と
い
う
設
定
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
、
・
こ
の
よ
ヶ
に
下
巻
を
中
心
と
し
た
劇
作
法
を
下
巻
の
構
成
と
呼
ん
で
お
く
。
’
一7一
　
第
五
に
、
7
で
男
主
人
公
が
受
難
し
、
1
3
で
男
女
主
人
公
が
火
打
石
を
打
つ
音
に
あ
わ
せ
て
脱
出
す
る
新
し
い
工
夫
が
施
さ
れ
、
1
8
で
ふ
た
り
を
弔
う
慰
め
の
文
句
が
み
ら
れ
る
等
、
各
巻
の
終
り
に
特
殊
な
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
巻
末
の
手
法
と
呼
ん
で
お
く
。
第
六
に
、
5
、
6
、
1
1
、
1
2
等
に
敵
役
九
平
次
が
登
場
し
、
そ
の
悪
魔
の
よ
う
な
跳
梁
ぶ
り
が
劇
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
敵
役
の
手
法
と
呼
ぶ
。
第
七
に
、
1
の
観
音
廻
り
の
景
事
の
よ
う
な
も
の
を
景
事
の
手
法
と
呼
び
、
第
八
に
、
1
4
の
道
行
文
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
特
殊
な
工
夫
を
道
行
の
手
法
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
以
上
列
挙
し
た
八
つ
の
問
題
点
は
す
べ
て
、
戯
曲
を
つ
く
り
あ
げ
る
た
め
の
広
義
の
趣
向
で
あ
る
が
、
幾
つ
か
の
局
面
を
組
み
合
わ
せ
て
戯
曲
を
つ
く
り
あ
げ
る
、
を
の
組
み
合
わ
せ
方
に
関
す
る
趣
向
を
構
成
と
呼
び
、
各
場
面
一
つ
一
つ
の
舞
台
運
び
に
関
す
る
趣
向
を
手
法
と
呼
ん
で
区
別
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
ら
八
つ
の
構
成
や
手
法
が
、
　
「
曽
根
崎
心
中
」
以
後
の
心
中
浄
瑠
璃
で
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
、
ま
た
継
承
さ
れ
な
か
っ
た
か
、
変
容
を
受
け
た
か
、
以
下
、
各
項
ご
と
に
吟
味
を
加
幻
て
い
こ
う
。
　
上
巻
を
外
的
事
件
の
進
行
、
中
巻
を
内
的
情
緒
的
葛
藤
、
下
巻
を
道
行
後
の
心
中
死
と
組
み
立
て
る
第
一
の
一
曲
の
構
成
は
、
多
少
の
動
揺
を
経
つ
つ
も
、
最
後
の
「
心
中
宵
庚
申
」
に
至
る
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
一
曲
の
構
成
が
か
な
り
厳
密
に
守
ら
れ
た
作
品
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
1
は
「
心
中
璽
井
筒
」
　
「
心
中
刃
は
氷
の
朔
日
「
心
中
宵
庚
申
」
の
三
曲
で
あ
り
、
主
人
公
を
破
滅
へ
む
か
っ
て
駆
り
た
て
る
外
的
事
件
進
行
の
場
面
を
併
せ
て
し
く
み
な
が
ら
も
、
中
巻
の
全
体
の
ト
ー
ン
は
、
男
女
主
人
公
の
愛
情
交
歓
や
肉
親
の
善
意
を
中
心
と
し
て
運
ん
だ
曲
は
、
　
「
心
中
万
年
草
」
　
「
生
玉
心
中
」
　
「
心
中
天
の
網
島
」
ら
で
あ
る
。
　
「
卯
月
の
澗
色
」
は
、
　
「
卯
月
紅
葉
」
の
続
編
と
し
て
特
殊
な
成
立
の
仕
方
を
し
た
作
品
で
あ
っ
た
が
、
中
之
巻
の
舞
台
運
び
は
、
心
中
物
の
一
曲
の
構
成
の
原
理
に
拠
っ
て
い
る
。
　
「
曽
根
崎
心
中
」
に
次
ぐ
二
番
目
の
心
中
浄
瑠
璃
で
あ
る
「
心
中
二
枚
絵
草
紙
」
は
、
上
之
巻
に
、
お
島
の
船
遊
び
と
、
そ
の
客
の
貞
一8一
に
対
す
る
市
郎
右
衛
門
の
喧
嘩
を
中
心
に
し
く
み
、
中
之
巻
は
、
そ
の
市
郎
右
衛
門
が
、
養
父
介
右
衛
門
の
あ
ず
か
っ
た
講
中
の
報
加
銀
横
領
の
罪
を
被
せ
ら
れ
て
追
放
さ
れ
る
筋
と
な
っ
で
い
る
。
こ
こ
ま
で
は
外
的
事
件
の
進
行
を
中
心
と
し
て
し
く
ま
れ
て
お
り
、
下
之
巻
で
、
お
島
の
身
を
案
じ
る
天
満
屋
の
人
々
や
改
心
し
て
兄
の
行
方
を
追
う
善
次
郎
、
酔
態
の
な
か
に
市
郎
右
衛
門
へ
の
慕
情
を
吐
露
す
る
お
島
な
ど
を
描
き
だ
し
、
情
緒
的
場
面
の
展
開
を
主
と
す
る
。
こ
の
構
成
を
「
曽
根
崎
心
中
」
で
行
な
っ
た
ご
と
く
、
お
島
の
船
遊
び
と
長
柄
市
郎
右
衛
門
宅
の
場
面
を
ひ
と
つ
と
し
て
上
之
巻
と
し
、
，
新
地
遊
廓
の
場
面
を
中
之
巻
と
し
、
道
行
以
下
を
下
之
巻
と
す
れ
ば
、
全
く
「
曽
根
崎
心
中
」
、
に
一
致
し
、
こ
こ
で
も
一
曲
の
構
成
の
原
理
は
か
な
り
厳
密
に
守
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
　
一
曲
の
構
成
原
理
が
、
大
は
ば
に
ゆ
ら
い
だ
の
は
「
卯
月
紅
葉
」
で
あ
る
。
こ
の
曲
の
中
巻
の
口
ま
で
は
、
　
「
曽
根
崎
心
中
」
と
よ
く
似
た
筋
の
展
開
を
み
せ
る
が
、
以
後
、
伯
母
の
登
場
を
み
て
か
ら
は
、
　
「
心
中
二
枚
絵
草
紙
」
の
影
響
を
う
け
て
、
濡
れ
衣
を
着
せ
ら
れ
、
養
父
の
怒
り
を
買
う
与
兵
衛
の
姿
を
前
面
に
お
し
出
し
て
く
る
。
そ
の
た
め
に
、
中
之
巻
の
印
象
は
、
お
亀
与
兵
衛
が
破
滅
に
追
い
立
て
ら
れ
る
外
的
事
件
の
進
行
に
よ
っ
て
被
わ
れ
、
ふ
た
り
の
愛
情
交
歓
や
、
伯
母
の
親
切
心
が
充
分
に
描
き
だ
さ
れ
て
い
な
い
恨
み
が
あ
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
　
「
卯
月
の
潤
色
」
や
「
心
中
重
井
筒
」
で
修
正
さ
れ
が
、
　
「
今
宮
の
心
中
」
で
ま
た
露
出
し
、
　
「
心
中
天
の
網
島
」
で
、
事
件
の
進
行
と
情
緒
横
盗
の
渾
然
と
し
た
紙
治
内
が
つ
く
り
だ
さ
れ
、
　
「
心
中
宵
庚
申
」
で
ふ
た
た
び
情
緒
場
面
中
心
の
中
之
巻
が
生
み
だ
さ
れ
て
終
わ
る
。
　
第
二
の
上
巻
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
　
「
曽
根
崎
心
中
」
以
降
、
　
一
貫
し
て
、
複
雑
な
人
間
関
係
の
描
写
に
作
者
の
力
が
集
注
さ
れ
て
い
．
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
点
は
第
一
と
異
な
り
、
　
「
曽
根
崎
心
中
」
の
方
法
が
、
そ
れ
以
降
う
け
つ
が
れ
な
か
っ
た
の
が
、
こ
の
第
二
の
上
巻
の
構
成
で
あ
る
。
　
「
心
中
二
枚
絵
草
紙
」
の
巻
の
立
て
方
が
、
　
「
卯
月
紅
葉
」
以
下
と
異
な
る
こ
と
は
す
で
に
の
べ
た
。
こ
の
曲
の
中
之
巻
を
も
っ
て
、
上
巻
の
構
成
を
考
察
す
る
と
、
義
弟
や
義
父
を
登
場
さ
せ
、
主
人
公
市
郎
右
衛
門
を
養
子
の
身
と
す
る
こ
一9一
と
に
よ
っ
て
、
複
雑
な
人
間
関
係
の
な
か
に
か
ら
め
こ
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
。
以
後
「
卯
月
紅
葉
」
や
「
卯
月
の
潤
色
」
に
お
け
る
養
子
夫
婦
之
妾
姉
弟
の
あ
つ
れ
き
、
一
心
中
重
井
筒
」
の
女
房
お
辰
の
献
身
や
隠
居
宗
徳
の
怒
り
、
「
心
中
殴
は
氷
の
朔
日
」
に
お
け
る
親
方
や
北
野
せ
ん
べ
い
や
の
お
か
た
、
°
「
心
中
万
年
草
」
に
お
け
る
国
元
の
使
者
、
　
「
今
宮
の
心
中
」
に
お
け
る
隠
居
貞
法
、
き
さ
の
親
三
田
の
太
郎
三
郎
の
登
場
と
い
っ
た
よ
う
に
、
す
べ
て
主
人
公
を
と
り
ま
く
肉
親
、
主
従
、
親
類
な
ど
を
力
を
こ
め
て
描
写
し
、
舞
台
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
，
主
人
公
の
恋
愛
の
困
難
さ
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
　
「
曽
根
崎
心
中
」
の
も
っ
て
い
た
透
明
感
や
単
純
な
構
成
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
　
一
種
の
社
会
悲
劇
と
も
い
う
べ
き
色
彩
を
作
品
に
帯
び
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
こ
の
上
巻
の
構
成
は
、
更
に
、
膨
張
し
て
中
巻
に
も
及
び
、
　
「
卯
月
紅
葉
」
以
降
、
中
巻
の
重
要
な
見
せ
場
を
も
構
成
す
る
よ
う
に
な
る
ρ
こ
の
構
成
は
、
近
松
世
話
浄
瑠
璃
全
体
の
テ
ー
マ
と
も
わ
か
ち
が
た
く
結
び
つ
き
、
近
松
の
戯
曲
作
法
上
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
3
　
第
三
の
中
巻
の
構
成
は
、
横
山
正
氏
が
隠
蔽
表
現
と
呼
ん
で
お
ら
れ
る
も
の
が
注
目
さ
れ
る
。
ど
の
巻
に
も
は
め
込
ま
れ
る
遊
動
性
の
あ
る
一
趣
向
と
し
て
で
は
な
く
、
中
巻
に
の
み
み
ら
れ
る
構
成
の
原
理
と
し
て
把
え
た
も
の
で
あ
る
。
　
「
心
中
二
枚
絵
草
紙
」
で
は
北
の
新
地
遊
廓
の
場
面
で
、
主
人
公
市
郎
右
衛
門
は
お
島
の
酔
態
と
く
ど
き
を
格
子
の
陰
に
隠
れ
て
立
聞
い
て
い
る
。
．
「
卯
月
紅
葉
］
中
巻
で
は
、
与
兵
衛
は
仏
壇
に
隠
れ
て
、
伯
母
の
お
亀
に
対
す
る
異
見
を
聞
き
、
そ
の
後
、
更
に
蔵
に
隠
れ
て
、
伝
三
郎
の
お
亀
に
対
す
る
横
恋
慕
に
切
歯
し
て
．
い
る
。
　
「
心
中
重
井
筒
」
で
は
、
お
房
が
炬
燵
に
忍
び
、
　
「
心
中
刃
は
水
の
朔
日
」
で
は
、
，
平
兵
衛
が
違
棚
に
忍
ぶ
。
以
後
「
心
中
万
年
草
」
　
「
今
宮
の
心
中
」
　
「
生
玉
心
中
」
と
、
r
へ
の
主
人
公
中
心
の
局
面
の
進
行
に
、
B
主
人
公
の
登
場
と
、
・
そ
の
B
主
入
公
を
あ
る
場
所
に
隠
す
A
主
人
公
と
い
っ
た
定
型
が
ほ
ぼ
で
き
あ
が
る
。
　
「
心
中
天
の
網
島
」
　
「
心
中
宵
庚
卑
」
の
二
曲
は
、
馳
下
之
巻
の
は
じ
め
が
、
そ
れ
ぞ
れ
大
和
屋
の
場
、
八
百
屋
の
場
と
な
っ
で
い
て
、
す
ぐ
に
心
中
道
行
で
は
な
く
、
従
来
な
ら
中
巻
に
し
く
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
事
件
が
進
行
し
て
、
や
ガ
て
道
行
匙
な
る
構
域
に
か
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
二
曲
で
は
、
「
忍
ぶ
主
入
公
の
趣
向
は
、
こ
の
下
巻
の
は
一ID一
じ
め
の
揚
面
に
し
ぐ
ま
れ
て
い
る
σ
中
巻
の
構
成
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
第
四
の
下
巻
の
構
成
、
即
ち
、
道
行
が
終
っ
て
、
や
が
て
心
中
し
よ
う
と
す
る
男
女
が
、
肉
親
や
義
理
あ
る
人
の
面
影
を
思
い
浮
か
べ
て
“
そ
の
断
ち
切
れ
な
い
恩
愛
の
情
に
嘆
き
沈
む
と
い
う
場
面
設
定
は
、
　
「
心
中
二
枚
絵
草
紙
」
に
う
け
つ
が
れ
て
い
っ
て
い
る
。
死
ん
で
い
く
男
女
が
、
尽
き
せ
ぬ
情
愛
を
せ
り
ふ
に
吐
露
す
る
「
曽
根
崎
心
中
」
型
を
も
っ
と
も
素
朴
な
パ
タ
ー
ン
と
し
て
、
心
中
場
面
に
肉
親
や
関
係
者
を
登
場
さ
せ
て
、
情
愛
の
視
覚
的
舞
台
化
を
は
か
っ
た
「
心
中
重
井
筒
」
型
、
母
か
ら
き
た
手
紙
な
ど
の
小
道
具
を
用
い
て
、
そ
の
感
情
を
】
層
か
き
た
て
る
「
心
中
刃
は
氷
の
朔
日
」
型
、
道
行
文
に
盛
り
込
み
、
流
麗
な
音
曲
の
節
付
の
な
か
に
哀
切
の
情
を
表
出
す
る
「
今
宮
の
心
中
」
の
型
と
い
っ
た
種
々
の
変
型
を
生
み
な
が
ら
も
、
心
中
浄
瑠
璃
十
一
曲
に
一
貫
し
て
み
ら
れ
る
下
巻
構
成
の
重
要
な
工
夫
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
　
「
心
中
天
の
網
島
」
の
下
巻
大
和
屋
の
場
は
、
中
巻
の
忍
ぶ
主
人
公
の
構
成
が
下
巻
に
し
く
ま
れ
た
も
の
と
解
し
え
る
一
方
で
は
、
下
巻
の
恩
愛
の
回
顧
の
視
覚
的
舞
台
化
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
二
重
構
造
を
も
っ
て
い
た
。
ま
た
、
　
「
心
中
宵
庚
申
」
の
下
之
巻
で
、
お
千
世
の
腹
の
五
月
に
な
る
子
へ
の
愛
情
の
吐
露
は
、
　
「
心
中
重
井
筒
」
型
と
「
心
中
刃
は
氷
の
朔
日
」
型
の
混
合
型
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
　
下
巻
の
構
成
の
各
タ
イ
プ
を
わ
か
り
や
す
く
列
記
し
て
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
　
a
「
曽
根
崎
心
中
」
型
…
…
「
心
中
二
枚
絵
草
紙
」
　
「
卯
月
紅
葉
」
　
「
心
中
天
の
網
島
」
道
行
　
b
「
心
中
重
井
筒
」
型
…
…
「
心
中
万
年
草
」
　
「
生
玉
心
中
」
　
「
心
中
天
の
網
島
」
大
和
屋
の
場
゜
c
「
心
中
又
は
氷
の
朔
日
」
型
“
　
d
「
今
宮
の
心
中
」
型
b
C
混
合
型
…
：
「
心
中
宵
庚
申
」
一11一
　
次
に
第
五
の
巻
末
の
手
法
に
つ
い
て
み
よ
う
。
　
「
曽
根
崎
心
中
」
の
生
玉
神
社
の
場
面
で
、
九
平
次
の
悪
企
み
に
激
怒
し
た
徳
兵
衛
は
、
九
平
次
と
そ
の
仲
間
に
つ
か
み
か
か
り
、
散
々
に
打
郷
さ
れ
、
お
初
は
田
舎
客
に
連
れ
夫
ら
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
に
、
上
巻
の
幕
切
れ
を
主
人
公
の
受
難
で
結
ぶ
型
を
「
曽
根
崎
心
中
」
型
上
巻
切
の
手
法
と
呼
ぶ
と
、
こ
の
型
に
属
す
る
も
の
と
し
て
は
、
　
「
卯
月
紅
葉
」
　
「
心
中
坦
は
氷
の
朔
日
」
　
「
心
中
万
年
草
」
　
「
生
玉
心
中
」
ら
を
挙
げ
え
る
。
　
「
心
中
二
枚
絵
草
紙
」
は
、
市
郎
右
衛
門
の
方
か
ら
喧
嘩
を
し
か
け
、
島
の
客
で
あ
る
明
石
の
貞
に
い
や
が
ら
せ
を
す
る
点
で
、
や
や
変
っ
て
い
る
が
、
こ
の
型
に
含
め
て
よ
か
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
　
「
心
中
重
井
筒
」
で
は
、
女
房
お
辰
の
貞
節
で
、
一
旦
は
翻
意
し
て
隠
居
宗
徳
方
へ
志
し
た
徳
兵
衛
が
、
結
局
は
お
房
の
方
へ
走
る
有
名
な
場
面
を
つ
く
り
あ
げ
、
　
「
今
宮
の
心
中
」
で
は
、
悪
人
由
兵
衛
が
牢
人
に
踏
み
つ
け
ら
れ
る
と
い
う
、
や
や
勧
善
懲
悪
が
か
か
っ
た
巻
切
を
脚
色
し
て
い
る
。
ま
た
、
　
「
心
中
天
の
網
島
」
で
は
、
小
春
の
返
し
た
起
請
文
の
中
に
謎
の
文
一
通
を
ひ
そ
ま
せ
、
中
巻
へ
の
伏
線
を
張
る
す
ぐ
れ
た
効
果
を
挙
げ
、
　
「
心
中
宵
庚
申
」
で
は
、
中
巻
以
降
の
展
開
と
は
や
や
関
係
の
薄
い
、
半
兵
衛
の
帰
省
中
の
で
き
ご
と
を
し
く
ん
で
い
る
。
　
「
曽
根
崎
心
中
」
中
巻
切
の
趣
向
は
、
火
打
石
を
打
つ
音
に
あ
わ
せ
て
車
戸
を
明
け
て
脱
出
す
る
と
い
う
著
名
な
場
面
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
男
女
主
入
公
の
心
中
へ
の
脱
出
に
は
そ
れ
ぞ
れ
凝
っ
た
工
夫
が
施
さ
れ
、
観
客
は
、
そ
の
成
功
が
結
果
と
し
て
は
主
人
公
た
ち
を
死
へ
追
い
つ
め
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
脱
出
の
成
功
を
祈
る
と
い
う
、
奇
妙
に
錯
雑
し
た
心
理
状
態
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
　
「
卯
月
紅
葉
」
で
は
、
二
階
か
ら
帯
伝
い
に
下
り
て
、
長
持
に
隠
れ
て
追
手
を
や
り
過
ご
し
、
　
「
心
中
重
井
筒
」
や
「
心
中
又
は
氷
の
朔
日
」
で
は
屋
根
伝
い
に
、
　
「
心
中
万
年
草
」
で
は
石
打
の
祝
儀
の
瞬
附
に
脱
出
す
る
と
い
う
ふ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
新
味
を
出
し
て
お
り
、
ま
た
、
　
「
心
中
二
枚
絵
草
紙
」
で
は
お
島
は
天
満
屋
に
残
り
、
市
郎
右
衛
門
の
み
心
中
に
出
る
新
手
法
を
用
い
て
い
る
。
　
「
今
宮
の
心
中
」
で
男
主
入
公
の
二
郎
兵
衛
が
内
に
い
て
、
女
の
き
さ
が
外
に
い
る
と
い
う
の
も
変
っ
た
手
法
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
も
っ
と
自
然
一12一
な
形
で
の
ち
の
「
心
中
宵
庚
申
」
に
も
み
ら
れ
る
。
　
「
心
中
天
の
網
島
」
に
な
る
と
、
車
戸
の
音
に
き
も
を
ひ
や
し
な
が
ら
そ
っ
と
忍
び
出
る
と
い
う
、
ご
く
自
然
な
脱
出
場
面
を
つ
く
っ
て
い
る
の
は
、
場
当
り
的
趣
向
よ
り
も
、
人
の
情
の
機
微
と
哀
れ
さ
を
し
つ
と
り
と
描
き
だ
そ
う
と
す
る
こ
の
曲
全
体
の
方
法
と
見
合
っ
て
い
る
。
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下
巻
の
最
後
を
哀
れ
に
死
ん
で
い
っ
た
心
中
の
主
人
公
に
対
す
る
弔
慰
の
文
句
で
結
ぶ
と
い
う
手
法
は
、
長
短
の
差
こ
そ
あ
れ
、
　
「
曽
根
崎
心
中
」
に
は
じ
ま
っ
て
、
「
心
中
宵
庚
申
」
に
至
る
ま
で
ほ
ぼ
｝
貫
し
て
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
男
の
与
兵
衛
が
生
き
残
り
、
女
の
お
亀
が
一
人
死
ん
だ
「
卯
月
紅
葉
」
に
こ
の
種
の
文
句
が
見
え
な
い
の
は
、
題
材
か
ら
く
る
特
殊
な
制
約
に
基
く
も
の
で
あ
ろ
、
つ
o
　
第
六
に
、
心
中
浄
瑠
璃
に
お
け
る
敵
役
の
手
法
を
み
て
お
こ
う
。
近
松
の
心
中
浄
瑠
璃
に
お
け
る
敵
役
を
主
人
公
の
性
格
の
中
に
ひ
そ
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む
魔
性
の
人
格
化
で
あ
り
、
主
人
公
の
罪
過
を
一
身
に
引
受
け
て
観
客
の
悪
罵
を
浴
び
る
も
の
と
規
定
さ
れ
た
の
は
高
野
正
巳
氏
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
高
野
氏
の
規
定
が
も
っ
と
も
よ
く
あ
て
は
ま
る
の
は
「
曽
根
崎
心
中
」
に
お
け
る
九
平
次
で
、
か
れ
は
、
徳
兵
衛
の
長
年
の
友
人
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
突
如
と
し
て
、
さ
し
た
る
理
由
も
な
し
に
悪
魔
の
よ
う
な
変
貌
を
と
げ
、
徳
兵
衛
を
一
挙
に
破
滅
へ
と
陥
れ
て
し
ま
う
。
劇
の
進
展
の
う
え
か
ら
考
慮
し
て
も
リ
ァ
リ
テ
ィ
に
乏
し
い
敵
役
で
あ
る
。
こ
う
し
た
敵
役
の
役
柄
は
、
二
作
目
の
「
心
中
二
枚
絵
草
紙
」
以
降
、
か
な
り
な
修
正
を
受
け
て
い
く
。
　
「
心
中
二
枚
絵
草
紙
」
で
主
人
公
を
陥
れ
る
敵
役
的
存
在
は
、
中
巻
に
登
場
す
る
義
弟
の
善
次
郎
で
あ
る
。
し
か
し
、
市
郎
右
衛
門
自
身
、
遊
蕩
に
ふ
け
っ
て
、
金
に
困
る
事
情
に
お
か
れ
て
お
り
、
か
れ
が
、
講
中
の
預
り
銀
横
領
の
罪
に
問
わ
れ
る
の
は
、
善
次
郎
に
陥
れ
ら
れ
た
と
い
う
よ
り
は
、
い
わ
ば
偶
然
の
い
た
ず
ら
の
な
せ
る
わ
ざ
と
も
い
う
べ
き
事
情
が
強
く
働
い
て
い
た
。
　
「
卯
月
紅
葉
」
の
妾
い
ま
と
弟
伝
三
郎
の
悪
事
は
、
明
ら
か
に
与
兵
衛
を
陥
れ
よ
う
と
す
る
悪
意
か
ら
出
て
い
る
が
、
ふ
た
り
は
傘
屋
の
財
産
に
目
を
つ
け
、
与
兵
衛
を
追
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
伝
三
郎
に
跡
式
を
と
ら
せ
よ
う
一13一
と
す
る
明
白
な
目
的
を
も
っ
て
い
た
。
こ
う
し
て
「
心
中
二
枚
絵
草
紙
」
以
下
の
敵
役
は
、
劇
中
に
そ
れ
な
り
の
必
然
性
を
も
っ
て
登
場
し
、
，
主
人
公
の
心
中
へ
の
道
行
を
早
め
る
役
を
果
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
九
平
次
の
よ
う
に
劇
的
リ
ァ
リ
テ
ィ
を
欠
く
敵
役
は
、
「
曽
根
崎
心
中
」
一
作
に
止
ま
る
と
い
っ
て
よ
い
。
　
「
生
玉
心
中
」
は
「
曽
根
崎
心
中
」
の
書
替
え
で
あ
り
、
そ
の
増
補
作
と
も
い
え
る
作
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
登
場
す
る
敵
役
長
作
で
さ
え
、
九
平
次
と
よ
く
似
た
役
割
を
果
し
な
が
ら
も
、
お
さ
が
へ
の
横
恋
慕
と
い
う
明
白
な
動
機
を
も
っ
て
、
嘉
平
次
へ
の
敵
対
行
為
を
働
い
て
い
る
。
　
「
心
中
天
の
網
島
」
の
太
兵
衛
は
、
上
之
巻
で
は
、
安
敵
と
と
し
て
の
役
割
を
帯
び
て
登
場
し
、
孫
右
衛
門
に
踏
み
つ
け
ら
れ
て
早
々
に
退
散
す
る
端
役
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
太
兵
衛
が
中
之
巻
で
は
、
全
く
姿
を
見
せ
な
い
ま
ま
に
、
小
春
身
請
け
の
大
尽
と
し
て
孫
右
衛
門
や
叔
母
の
話
の
中
に
登
場
し
、
お
さ
ん
に
小
春
へ
の
女
同
士
の
義
理
を
自
覚
さ
せ
る
重
要
な
き
っ
か
け
と
し
て
の
役
割
を
果
し
て
い
る
。
近
松
の
敵
役
の
使
い
方
の
み
ご
と
な
発
展
を
示
し
て
い
る
の
が
こ
の
太
兵
衛
で
あ
る
。
近
松
の
劇
作
法
が
、
最
初
期
の
単
純
な
善
悪
葛
藤
劇
か
ら
、
後
期
の
社
会
悲
劇
、
状
況
悲
劇
へ
と
推
移
し
て
い
っ
た
事
実
を
明
白
に
示
す
も
の
が
、
敵
役
の
手
法
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
β
　
第
七
の
景
事
の
手
法
は
、
　
「
心
中
二
枚
絵
草
紙
」
の
お
島
の
船
遊
び
、
　
「
卯
月
紅
葉
」
の
廿
二
社
め
ぐ
り
、
　
「
今
宮
の
心
中
」
の
難
波
の
船
遊
び
、
　
「
生
玉
心
中
」
の
草
木
、
植
木
尽
し
の
神
社
参
り
と
、
そ
の
後
も
散
発
的
に
繰
返
す
こ
と
に
な
る
が
、
女
形
入
形
遣
い
の
名
手
辰
松
八
郎
兵
衛
の
動
静
と
も
関
連
し
て
、
必
ず
し
も
、
竹
本
座
の
心
中
浄
瑠
璃
に
と
っ
て
第
一
義
の
必
要
事
で
は
な
く
な
っ
て
く
る
。
近
松
の
世
話
浄
瑠
璃
が
、
初
期
の
楽
劇
的
部
分
の
多
い
オ
ペ
ラ
風
な
作
風
か
ら
、
後
期
の
人
情
の
描
き
わ
け
と
そ
の
葛
藤
を
主
と
し
た
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
作
風
に
推
移
し
て
い
た
こ
と
と
も
関
係
の
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
5
　
右
の
景
事
の
手
法
と
も
関
連
し
な
が
ら
、
し
か
も
心
中
浄
瑠
璃
に
不
可
欠
の
場
面
と
し
て
、
道
行
文
に
作
者
の
全
能
力
が
傾
け
ら
れ
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
第
八
の
道
行
の
手
法
に
つ
い
て
次
に
み
て
み
る
。
・
「
曽
根
崎
心
中
」
の
道
行
文
が
古
来
名
文
と
し
て
称
揚
さ
れ
て
一14一
き
た
こ
と
は
、
今
更
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
流
行
歌
謡
を
巧
み
に
摂
取
し
、
嘱
目
風
景
を
う
た
い
こ
み
、
ふ
た
り
の
現
世
へ
の
尽
き
ぬ
未
練
を
訴
え
る
な
ど
、
情
緒
中
心
の
道
行
文
と
な
、
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
の
あ
る
趣
向
重
視
の
道
行
文
が
つ
く
ら
れ
て
い
く
。
　
A
　
特
殊
趣
向
型
　
「
心
中
二
枚
絵
草
紙
」
数
珠
二
連
の
道
行
　
B
　
尽
し
型
　
　
イ
　
地
名
　
　
「
卯
月
紅
葉
」
町
名
尺
、
し
の
道
行
　
　
［
心
中
万
年
草
L
高
野
地
名
尽
し
の
道
行
　
　
「
今
宮
の
心
中
」
町
名
尽
し
の
道
行
　
「
生
玉
心
　
　
中
」
町
名
尽
し
の
道
行
　
　
ロ
　
人
名
　
　
「
心
中
重
井
筒
」
役
者
名
尽
し
の
道
行
　
　
ハ
　
地
名
、
人
名
　
　
「
心
中
坦
は
氷
の
朔
日
」
心
中
者
名
、
地
名
尽
し
の
道
行
　
　
二
　
橋
名
　
　
．
「
心
中
天
の
網
島
」
橋
尽
し
の
道
行
　
　
ホ
　
青
物
　
　
「
心
中
宵
庚
申
」
青
物
尽
し
の
道
行
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心
中
宵
庚
申
○
｝
○
一
×
○
x
一
×
一
〇
一
x
×
一
〇
心
中
天
の
網
島
○
一
〇
×
○
×
○
皿
○
一
×
×
一
〇
生
玉
心
中
○
一
〇
○
○
○
○
一
〇
一
〇
〇
一
〇
今
宮
の
心
中
×
一
〇
○
○
×
○
一
〇
一
〇
〇
一
〇
心
中
万
年
草
○
一
〇
○
○
○
〇
一
〇
一
×
×
○
心
中
又
は
氷
の
朔
日
○
一
〇
一
〇
〇
一
〇
一
〇
一
〇
｝
×
［
×
○
心
中
重
井
筒
○
○
一
〇
一
〇
一
×
一
〇
○
×
×
○
卯
月
の
潤
色
○
○
×
×
×
×
×
○
○
×
卯
月
紅
葉
×
○
○
○
○
○
×
○
○
○
心
中
二
枚
絵
草
紙
○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
趣
向
作
品曽
根
崎
心
中
○
X
○
○
○
○
○
○
○
○
四
1
2五
3
六
七
八
　
以
上
、
八
つ
の
趣
向
を
、
構
成
と
手
法
に
わ
け
て
、
心
中
浄
瑠
璃
十
一
曲
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
。
小
異
と
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
含
み
つ
つ
も
、
全
体
と
し
て
同
一
の
傾
向
性
を
有
す
る
か
、
否
か
を
目
安
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
結
果
を
ま
と
め
て
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
○
印
は
共
通
の
傾
向
性
を
認
め
ら
れ
る
も
の
、
×
印
は
共
通
の
傾
向
性
の
認
め
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
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「
卯
月
の
潤
色
」
が
「
卯
月
紅
葉
」
の
後
編
と
し
て
特
殊
な
成
立
の
仕
方
を
し
た
作
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
て
除
外
す
る
と
、
心
中
浄
瑠
璃
は
全
体
と
し
て
、
か
な
り
な
類
型
性
を
そ
な
え
た
作
劇
法
に
よ
る
作
品
群
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
近
松
の
よ
う
に
変
貌
と
成
長
を
と
げ
て
い
っ
た
作
家
に
あ
っ
て
、
こ
の
程
度
の
類
型
性
を
も
っ
た
作
品
群
は
、
そ
の
素
材
の
同
一
性
を
も
考
慮
に
入
れ
た
と
き
、
同
じ
分
類
に
属
す
る
も
の
と
し
て
認
定
す
る
こ
と
に
支
障
は
き
た
さ
な
い
で
あ
ろ
う
。
三
　
従
前
の
諸
家
の
分
類
が
、
心
中
浄
瑠
璃
に
次
い
で
高
い
　
致
を
み
せ
て
い
る
の
は
、
姦
通
浄
瑠
璃
で
あ
る
。
即
ち
、
は
じ
め
に
紹
介
し
た
五
種
の
分
類
中
、
黒
木
勘
蔵
氏
の
分
類
を
除
く
他
の
四
種
が
」
致
し
て
い
る
の
は
、
　
「
堀
河
波
鼓
」
　
「
大
経
師
昔
暦
」
　
「
鑓
の
権
三
重
帷
子
」
の
三
曲
を
一
グ
ル
！
プ
と
認
め
る
こ
と
で
あ
る
。
高
野
辰
之
氏
は
、
初
期
の
分
類
で
こ
れ
ら
を
遊
女
に
関
係
の
な
い
も
の
に
区
分
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
姦
通
物
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
姦
通
浄
瑠
璃
（
物
）
と
い
う
呼
称
で
、
こ
の
三
曲
を
さ
す
こ
と
は
大
体
定
説
化
し
て
い
る
も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
次
に
こ
の
三
曲
に
つ
い
て
吟
味
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
　
姦
通
浄
瑠
璃
の
初
作
「
堀
河
波
鼓
」
を
例
に
と
っ
て
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
心
中
浄
瑠
璃
の
場
合
と
同
様
に
考
え
て
み
ょ
う
。　
こ
の
作
で
、
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
上
巻
で
犯
さ
れ
た
誤
ま
ち
が
、
中
巻
に
お
い
て
夫
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
、
決
定
的
破
滅
を
迎
え
、
女
主
人
公
は
中
巻
で
死
に
、
下
巻
は
女
敵
討
の
場
面
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
外
的
事
件
の
進
行
が
、
上
、
中
、
下
の
各
巻
に
わ
た
っ
て
い
る
。
こ
の
一
曲
の
構
成
が
他
の
二
作
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
　
「
大
経
師
昔
暦
」
で
は
、
上
巻
で
誤
ま
ち
が
犯
さ
れ
、
そ
れ
が
夫
以
春
を
は
じ
め
関
係
者
に
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
、
女
主
人
公
お
さ
ん
は
、
す
で
に
上
巻
に
お
い
て
決
定
的
破
一17一
滅
に
追
い
こ
ま
れ
て
い
る
。
中
巻
で
は
、
お
さ
ん
茂
兵
衛
の
ふ
た
り
に
好
意
を
寄
せ
る
下
女
玉
の
伯
父
赤
松
梅
龍
や
お
さ
ん
の
親
道
順
を
登
場
さ
せ
、
親
子
、
肉
親
の
善
意
と
情
愛
を
し
っ
と
り
と
描
き
あ
げ
る
情
緒
的
場
面
中
心
の
運
び
と
な
っ
て
い
る
。
下
巻
で
は
、
丹
波
国
へ
お
ち
の
び
た
お
さ
ん
茂
兵
衛
が
追
手
に
つ
か
ま
り
、
道
行
を
変
形
し
た
「
お
さ
ん
茂
兵
衛
こ
よ
み
歌
」
の
引
廻
し
場
面
が
あ
っ
て
、
あ
わ
や
、
ふ
た
り
が
処
刑
さ
れ
よ
う
と
し
た
と
き
、
黒
谷
の
東
岸
和
尚
の
い
の
ち
乞
い
に
よ
っ
て
一
命
を
助
け
ら
れ
る
と
い
う
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
下
と
な
っ
て
い
る
。
大
体
の
構
成
は
、
上
巻
、
下
巻
が
外
面
的
事
件
の
進
行
、
中
巻
が
情
緒
的
場
面
と
な
っ
て
い
て
、
　
「
堀
河
波
鼓
」
と
は
か
な
り
大
き
な
相
違
を
み
せ
て
い
る
。
　
「
鑓
の
権
三
重
帷
子
」
は
、
上
下
二
巻
と
い
う
変
則
な
構
成
を
と
っ
て
い
る
が
、
下
巻
の
前
場
忠
太
兵
衛
屋
敷
の
場
面
を
中
巻
に
お
き
な
お
す
と
通
常
の
三
巻
構
成
と
な
る
。
上
巻
で
権
三
と
お
さ
ゐ
の
ふ
た
り
は
、
不
義
者
の
汚
名
を
帯
び
、
お
さ
ゐ
の
弟
甚
平
に
事
件
を
知
ら
れ
て
し
ま
う
。
中
巻
岩
木
忠
太
兵
衛
屋
敷
の
場
面
は
、
も
ど
さ
れ
て
き
た
お
さ
ゐ
の
嫁
入
道
具
や
そ
の
な
か
に
忍
ん
で
い
た
幼
な
い
孫
娘
を
か
こ
ん
で
、
両
親
の
愁
嘆
を
展
開
し
、
切
の
場
面
で
、
女
敵
討
を
描
き
あ
げ
る
。
場
面
構
成
に
再
整
理
を
施
し
た
う
え
で
の
立
論
で
あ
る
が
、
上
巻
下
巻
が
外
面
的
事
件
の
進
行
、
中
巻
を
情
緒
場
面
と
す
る
構
成
は
、
　
「
大
経
師
昔
暦
」
と
一
致
し
て
い
る
。
一
曲
の
構
成
と
し
て
は
、
　
「
堀
河
波
鼓
」
が
異
色
で
、
他
の
二
作
は
類
似
性
を
も
っ
て
い
る
。
　
次
に
上
巻
の
構
成
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
　
「
堀
河
波
鼓
」
は
、
性
来
の
酒
好
き
か
ら
、
夫
の
留
守
中
に
夢
見
た
よ
う
な
誤
ま
ち
を
犯
し
て
し
ま
う
。
自
分
に
そ
の
意
志
が
な
く
て
、
思
い
が
け
な
い
運
命
の
い
た
ず
ら
で
姦
通
を
犯
す
と
い
う
の
が
、
上
巻
の
構
成
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
　
「
大
経
師
昔
暦
」
に
も
「
鑓
の
権
三
重
帷
子
」
に
も
共
通
す
る
が
、
　
「
鑓
の
権
三
重
椎
子
」
で
は
、
実
際
に
は
不
義
を
犯
し
て
い
な
い
の
に
、
敵
役
川
側
伴
之
丞
に
よ
っ
て
、
証
拠
の
帯
を
お
さ
え
ら
れ
、
夫
市
之
進
の
武
士
の
面
目
の
た
め
、
進
ん
で
不
義
者
と
な
る
の
は
新
し
い
発
展
と
い
え
よ
う
。
　
「
堀
河
波
鼓
」
で
は
、
お
種
の
妹
お
藤
の
生
命
を
か
け
た
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
お
種
の
姦
通
は
夫
彦
九
郎
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
＝，18一
て
、
お
藤
は
自
ら
胸
を
貫
い
た
後
、
彦
九
郎
の
手
に
か
か
っ
て
果
て
る
。
上
巻
か
ら
尾
を
曳
く
女
主
人
公
の
破
局
へ
の
進
展
が
こ
の
中
巻
に
至
っ
て
決
定
的
と
な
る
よ
う
に
し
く
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
他
の
二
曲
で
は
、
す
で
に
破
滅
的
局
面
は
上
巻
で
起
り
、
中
巻
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
肉
親
や
関
係
者
の
悲
嘆
の
描
写
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
　
「
堀
河
波
鼓
」
で
も
肉
親
の
悲
嘆
は
痛
切
に
描
き
だ
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
が
す
べ
て
実
際
事
件
の
進
行
に
伴
な
っ
て
表
出
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
他
の
二
曲
と
の
相
違
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
　
「
堀
河
波
鼓
」
の
下
巻
は
女
敵
討
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
点
は
「
鑓
の
権
三
重
帷
子
」
に
通
じ
る
。
　
「
大
経
師
昔
暦
」
の
下
巻
は
、
奥
丹
波
へ
の
が
れ
た
ふ
た
り
が
捕
え
ら
れ
、
処
刑
さ
れ
る
ま
で
を
描
き
だ
し
て
い
る
が
、
最
後
に
及
ん
で
、
助
命
さ
れ
る
の
は
、
他
の
二
曲
と
い
ち
じ
る
し
く
相
違
す
る
も
の
で
あ
る
。
め
で
た
く
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
に
な
る
構
成
は
、
「
薩
摩
歌
」
　
「
五
十
年
忌
歌
念
仏
」
等
の
古
い
巷
説
を
あ
つ
か
っ
た
曲
に
み
ら
れ
る
も
の
で
、
こ
こ
に
異
質
の
作
法
が
混
入
し
て
き
て
い
る
。
　
第
五
の
巻
末
の
手
法
を
み
て
「
み
よ
う
。
　
「
堀
河
波
鼓
」
の
上
巻
切
の
手
法
は
、
夢
の
よ
う
な
不
義
に
驚
く
ふ
た
り
の
寝
所
に
敵
役
の
床
右
衛
門
が
侵
入
し
て
、
不
義
の
証
拠
の
袖
を
と
っ
て
暗
闇
の
中
を
逃
げ
て
い
く
と
い
う
印
象
的
な
幕
切
れ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
不
義
の
現
場
を
発
見
さ
れ
て
、
ふ
た
り
が
呆
然
自
失
し
て
い
る
態
を
印
象
づ
け
る
幕
切
れ
の
手
法
は
、
他
の
二
曲
に
も
ほ
ぼ
共
通
し
、
上
巻
末
の
手
法
は
、
姦
通
三
曲
を
通
じ
て
、
相
似
た
趣
向
を
か
ま
え
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
次
に
、
　
「
堀
河
波
鼓
」
中
巻
切
は
、
お
種
を
成
敗
し
た
彦
九
郎
が
、
仇
討
の
伴
を
願
う
文
六
、
ゆ
ら
、
藤
ら
を
ま
え
に
、
武
士
の
習
い
の
む
な
し
さ
を
嘆
い
て
、
仇
討
に
出
発
す
る
と
こ
ろ
で
幕
切
れ
と
な
る
。
こ
の
点
は
、
　
「
鑓
の
権
三
重
帷
子
」
で
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
の
に
対
し
、
同
じ
姦
通
を
扱
っ
て
も
女
敵
討
で
は
な
い
「
大
経
師
昔
暦
」
で
は
、
道
順
か
ら
情
の
銀
一
貫
目
を
恵
ん
で
も
ら
っ
た
お
さ
ん
茂
兵
衛
の
ふ
た
り
が
、
影
法
師
が
獄
門
首
に
似
て
い
る
こ
と
を
嘆
き
つ
つ
、
奥
丹
波
ま
で
お
ち
の
び
て
い
く
こ
と
を
し
く
ん
で
、
他
の
二
曲
と
は
大
き
な
相
違
を
み
せ
る
r
。
下
巻
末
一一：－
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は
、
　
「
堀
河
波
鼓
」
　
「
鑓
の
権
三
重
帷
子
」
と
も
に
、
女
敵
討
の
成
就
で
終
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
　
「
大
経
師
昔
暦
」
で
は
、
こ
こ
で
も
大
き
な
違
い
を
み
せ
て
、
刑
場
へ
曳
か
れ
た
お
さ
ん
茂
兵
衛
の
生
命
が
黒
谷
の
東
岸
和
尚
の
命
乞
い
に
よ
っ
て
助
け
ら
れ
る
め
で
た
い
幕
切
れ
と
な
っ
て
い
る
。
　
第
六
に
、
敵
役
の
描
き
方
を
吟
味
し
て
み
よ
う
。
三
曲
と
も
に
、
主
と
し
て
上
巻
で
登
場
し
、
そ
れ
以
後
、
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
て
い
る
点
は
共
通
し
て
い
る
が
、
そ
の
脚
色
方
法
に
は
か
な
り
な
違
い
が
あ
る
。
　
「
堀
河
波
鼓
」
で
、
お
種
に
横
恋
慕
し
て
お
種
源
右
衛
門
の
不
義
の
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
床
右
衛
門
は
、
高
野
正
巳
氏
の
定
義
づ
け
ら
れ
た
主
人
公
の
悪
魔
性
の
人
格
化
と
い
う
表
現
に
も
っ
と
も
よ
く
適
合
し
て
い
る
。
そ
れ
が
、
　
「
大
経
師
昔
暦
」
に
な
る
と
、
敵
役
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
大
経
師
以
春
、
手
代
の
助
右
衛
門
の
両
名
は
、
と
も
に
、
お
さ
ん
茂
兵
衛
の
密
通
の
き
っ
か
け
を
つ
く
る
に
止
ら
ず
、
封
建
時
代
に
お
け
る
格
式
高
い
町
家
の
権
威
の
象
徴
と
そ
の
代
行
者
と
い
う
位
置
を
占
め
て
、
お
さ
ん
茂
兵
衛
に
対
立
し
て
く
る
。
つ
ま
り
、
単
な
る
偲
偏
と
し
て
の
劇
的
リ
ァ
リ
テ
ィ
の
稀
薄
な
存
在
か
ら
、
一
曲
の
テ
ー
マ
と
わ
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
た
存
在
と
し
て
立
ち
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
　
「
大
経
師
昔
暦
」
の
以
春
で
あ
り
、
助
右
衛
門
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
傾
向
は
「
鑓
の
権
三
重
帷
子
」
の
川
側
伴
之
丞
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
か
れ
は
、
お
さ
ゐ
に
か
ね
が
ね
言
い
寄
っ
て
お
り
、
お
さ
ゐ
権
三
の
帯
を
奪
っ
て
ふ
た
り
の
不
義
を
周
囲
に
知
ら
せ
廻
る
な
ど
、
　
「
堀
河
波
鼓
」
の
床
右
衛
門
と
極
め
て
類
似
し
た
役
ど
こ
ろ
を
占
め
て
お
り
な
が
ら
、
お
さ
ゐ
権
三
の
追
い
込
ま
れ
た
破
局
は
、
直
接
伴
之
丞
に
よ
っ
て
発
動
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
お
さ
ゐ
の
権
三
に
対
す
る
無
意
識
の
恋
慕
と
、
そ
の
並
は
ず
れ
た
嫉
妬
心
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
伴
之
丞
は
、
お
さ
ゐ
権
三
を
と
り
ま
く
武
士
社
会
の
硬
直
し
た
モ
ラ
ル
や
他
人
の
私
事
に
対
す
る
干
渉
、
好
奇
心
の
代
行
者
と
し
て
の
役
割
を
果
し
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。
敵
役
の
使
い
方
が
、
近
松
の
作
品
の
前
期
と
後
期
で
大
き
く
変
化
し
て
き
た
こ
と
は
、
心
中
浄
瑠
瑠
で
も
み
ら
れ
た
が
、
姦
通
浄
瑠
璃
で
も
指
摘
㌧
え
る
現
象
で
あ
っ
た
。
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第
七
の
景
事
の
手
法
は
、
三
曲
共
に
顕
著
な
も
の
は
認
め
ら
れ
ず
、
第
八
の
道
行
は
、
　
「
大
経
師
昔
暦
」
の
下
之
巻
に
、
　
「
お
さ
ん
茂
兵
衛
こ
よ
み
歌
」
、
　
「
鑓
の
権
三
重
帷
子
」
の
下
巻
（
三
巻
構
成
に
直
し
た
場
合
の
中
巻
）
に
「
権
三
お
さ
え
道
行
」
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
道
行
の
手
法
は
、
三
曲
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
お
り
、
　
一
貫
し
た
も
の
を
求
め
が
た
い
が
、
道
行
を
設
け
る
と
い
う
点
で
「
大
経
師
昔
暦
」
と
「
鑓
の
権
三
重
帷
子
」
は
一
致
し
て
い
る
。
　
こ
れ
ま
で
の
べ
て
き
た
と
こ
ろ
を
整
理
し
て
表
に
し
て
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
作
品
趣
向
堀
　
河
　
波
　
鼓
大
経
師
昔
暦
鑓
の
権
三
重
帷
子
一
×
二
三
○
×
○
○
○
0
○○
四○×
1
五2
○○
○
　
　
○
○×○
3○×○
誕ノ、×○○
七○○○
八X○○
こ
の
表
に
よ
っ
て
判
断
す
る
限
り
、
戯
曲
作
法
上
で
、
こ
の
三
曲
は
、
類
似
点
も
多
い
が
、
相
違
点
も
ま
た
か
な
り
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
三
曲
を
従
来
、
姦
通
曲
と
い
う
名
称
で
呼
び
な
ら
わ
し
て
き
た
の
は
、
全
く
姦
通
と
い
う
素
材
重
視
の
呼
び
方
で
あ
っ
て
戯
曲
作
法
上
か
ら
は
か
な
り
に
独
自
の
面
が
多
い
こ
と
に
な
る
。
素
材
面
に
つ
い
て
も
、
厳
密
に
み
れ
ば
、
「
堀
河
波
鼓
」
と
「
鑓
の
権
三
重
帷
子
」
は
、
武
士
社
会
の
姦
通
を
と
り
あ
つ
か
っ
て
、
最
後
は
女
敵
討
が
完
了
し
て
い
る
の
に
対
し
、
　
「
大
経
師
昔
暦
」
は
、
町
人
社
会
の
で
き
事
を
し
く
ん
で
、
最
後
は
、
や
や
強
引
な
解
決
法
で
あ
る
が
、
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
に
終
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
　
「
堀
河
波
鼓
」
と
「
鑓
の
権
三
重
帷
子
」
は
、
最
近
の
世
話
を
題
材
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
「
大
経
師
昔
暦
」
は
古
伝
承
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
　
「
堀
河
波
鼓
」
と
「
鑓
の
権
三
重
帷
子
」
は
接
近
を
示
す
が
、
　
「
大
経
師
昔
暦
」
は
遠
の
い
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
三
曲
を
姦
一21一
通
と
い
う
一
点
だ
け
を
重
視
し
て
、
進
も
う
。
四
一
括
す
る
こ
と
が
有
効
な
分
類
法
か
、
ど
う
か
、
疑
問
は
若
干
残
る
が
、
結
論
は
ひ
か
え
て
、
先
へ
．
　
こ
こ
で
は
、
高
野
辰
之
氏
が
、
処
刑
物
と
し
て
一
括
さ
れ
た
「
五
十
年
忌
歌
念
仏
」
　
「
淀
鯉
出
世
瀧
徳
」
　
「
冥
途
の
飛
脚
」
　
「
博
多
小
女
郎
波
枕
」
　
「
女
殺
油
地
獄
」
の
五
曲
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
五
曲
を
一
群
と
し
て
扱
う
こ
と
は
横
山
正
氏
の
分
類
法
に
も
み
ら
れ
る
が
、
横
山
正
氏
は
こ
れ
に
さ
ら
に
六
曲
を
加
え
て
、
犯
罪
浄
瑠
璃
の
呼
称
で
呼
ん
で
お
ら
れ
る
。
　
高
野
辰
之
氏
の
い
う
処
刑
物
の
代
表
作
と
し
て
、
，
「
冥
途
の
飛
脚
」
を
例
に
と
っ
て
考
え
て
み
よ
う
。
こ
の
作
品
の
一
曲
の
構
成
は
、
上
之
巻
で
、
主
人
公
の
破
滅
の
原
因
が
設
定
さ
れ
、
　
一
旦
は
回
避
さ
れ
た
か
に
み
え
た
事
態
が
、
中
之
巻
で
決
定
的
破
局
を
迎
え
、
道
行
が
あ
っ
て
、
下
之
巻
で
は
、
親
子
の
恩
愛
の
情
を
切
々
と
描
く
情
趣
場
面
が
つ
く
り
だ
さ
れ
て
い
る
。
上
と
中
の
両
巻
は
主
し
て
外
面
的
事
件
の
進
行
が
し
く
ま
れ
、
下
之
巻
が
内
的
情
趣
場
面
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
ほ
ぼ
こ
れ
と
同
様
な
構
成
を
と
っ
て
い
る
の
は
「
五
十
年
忌
歌
念
仏
」
の
み
で
、
，
他
の
三
曲
は
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
あ
る
構
成
を
と
っ
て
い
る
。
上
下
二
巻
構
成
を
と
る
「
淀
鯉
出
世
瀧
徳
」
の
上
之
巻
は
二
場
か
ら
成
り
、
前
場
は
、
大
坂
新
町
橋
詰
で
へ
主
人
江
戸
屋
勝
二
郎
の
帰
途
を
雍
し
て
諫
言
す
る
新
七
お
半
夫
婦
を
登
場
さ
せ
、
後
場
は
、
身
請
さ
れ
て
八
幡
へ
下
ろ
う
と
す
る
吾
妻
一
行
に
、
江
戸
屋
取
つ
ぶ
し
の
凶
報
が
入
る
京
街
道
の
場
面
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
三
巻
形
式
に
な
お
し
て
、
上
巻
、
中
巻
と
考
え
れ
ば
、
・
上
巻
は
新
七
夫
婦
の
忠
誠
心
、
中
巻
は
、
吾
妻
の
勝
二
郎
へ
の
愛
情
を
描
き
だ
し
て
、
と
も
に
、
内
的
、
情
緒
的
運
び
が
中
心
と
な
る
場
面
で
、
外
的
事
件
の
進
行
は
ほ
と
ん
ど
停
止
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
下
巻
に
至
っ
て
、
吾
妻
の
藤
殺
し
と
い
う
大
き
な
外
的
事
件
が
し
く
ま
れ
、
最
後
は
、
新
七
の
忠
義
に
よ
る
ハ
ッ
ピ
コ
エ
ン
ド
で
全
一22一
体
が
し
め
く
く
ら
れ
る
。
　
「
博
多
小
女
郎
波
枕
」
の
上
之
巻
は
、
誤
ま
っ
て
毛
剃
一
行
の
密
貿
易
船
に
乗
込
ん
だ
惣
七
が
海
中
に
投
げ
こ
ま
れ
て
あ
や
う
く
助
か
り
、
博
多
の
奥
田
屋
で
毛
剃
の
仲
間
に
加
入
す
る
ま
で
の
外
的
事
件
の
進
行
を
描
写
し
、
中
之
巻
で
は
、
惣
七
の
父
惣
左
衛
門
の
我
子
に
対
す
る
愛
情
を
中
心
に
内
的
葛
藤
場
面
を
つ
く
り
、
下
巻
で
は
、
道
行
の
あ
と
、
捕
え
ら
れ
、
惣
七
が
自
殺
す
る
件
を
脚
色
し
て
い
る
。
上
之
巻
は
外
的
事
件
、
中
之
巻
は
内
的
情
緒
場
面
、
下
巻
は
両
方
の
性
格
を
混
合
し
た
場
面
構
成
と
い
え
る
。
「
女
殺
油
地
獄
」
は
、
上
巻
で
は
、
野
崎
参
り
の
群
集
の
な
か
で
の
与
兵
衛
の
喧
嘩
、
中
之
巻
は
、
妹
に
偽
病
を
か
ま
え
さ
せ
た
与
兵
衛
の
乱
暴
ぶ
り
と
、
そ
の
追
放
、
下
之
巻
は
、
前
半
は
徳
兵
衛
の
お
吉
殺
隈
後
半
は
、
捕
わ
れ
を
し
く
ん
で
い
る
。
内
的
情
緒
的
場
面
は
、
中
之
巻
と
下
之
巻
の
前
半
に
、
外
的
事
件
と
か
ら
め
ら
れ
て
し
く
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
曲
の
特
色
が
み
ら
れ
、
そ
れ
は
、
．
近
松
晩
年
の
作
劇
法
の
特
色
で
も
あ
．
た
。
以
上
、
颪
の
構
成
で
は
、
ほ
と
ん
三
貫
性
を
認
め
が
た
い
の
が
、
こ
の
高
野
分
類
の
処
刑
物
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
　
次
に
、
各
巻
の
構
成
を
み
よ
う
。
　
「
冥
途
の
飛
脚
」
の
上
之
巻
は
、
主
入
公
忠
兵
衛
の
お
か
れ
た
複
雑
な
環
境
と
、
梅
川
の
身
請
金
工
面
の
た
め
に
お
ち
い
。
た
窮
地
を
漿
入
れ
の
ー
ッ
ク
を
つ
か
・
て
亘
は
の
が
れ
る
ま
で
を
描
き
、
全
体
と
し
て
・
中
之
巻
の
盛
り
上
り
の
伏
線
を
な
し
て
い
る
巻
と
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
と
、
ほ
ぼ
お
な
じ
構
成
を
な
し
て
い
る
の
は
、
　
「
五
十
年
忌
歌
念
仏
」
の
上
巻
で
、
清
十
郎
の
父
や
妹
、
許
婚
ら
を
登
場
さ
せ
、
悪
手
代
勘
十
郎
の
策
略
で
、
清
十
郎
破
局
の
原
因
が
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
し
く
ま
れ
て
い
る
。
　
「
博
多
小
女
郎
波
枕
」
と
「
女
殺
油
地
獄
」
も
大
体
似
た
傾
向
の
構
成
を
と
っ
て
お
り
、
と
も
に
、
後
半
へ
の
展
開
の
伏
線
を
な
し
て
い
る
が
、
主
人
公
を
と
り
ま
く
複
雑
な
環
境
の
描
写
と
い
う
点
は
、
　
「
博
多
小
女
郎
波
枕
」
に
認
め
ら
れ
ず
、
　
「
女
殺
油
地
獄
」
に
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
。
　
「
淀
鯉
出
世
瀧
徳
」
上
之
巻
の
前
半
は
、
悪
い
取
巻
を
連
れ
て
大
尽
遊
び
に
ふ
け
る
勝
二
郎
に
新
七
乏
お
半
の
夫
婦
が
諌
言
口
を
す
る
場
面
を
し
く
む
が
、
実
説
に
よ
り
か
か
り
す
ぎ
て
い
る
た
め
ハ
劇
と
し
て
の
後
半
へ
の
つ
な
が
り
は
稀
薄
一23一
で
あ
る
。
　
「
冥
途
の
飛
脚
」
の
中
巻
は
、
女
主
人
公
の
描
写
に
は
じ
ま
っ
て
、
忍
ぶ
主
人
公
の
趣
向
ま
で
、
心
中
浄
瑠
璃
の
構
成
と
極
め
て
類
似
し
て
お
り
、
主
入
公
忠
兵
衛
の
破
局
と
逃
亡
に
終
っ
て
い
る
。
こ
れ
と
よ
く
似
た
構
成
を
と
っ
て
い
る
の
は
、
「
五
十
年
忌
歌
念
仏
」
の
中
巻
で
、
　
「
淀
鯉
出
世
瀧
徳
」
と
「
博
多
小
女
郎
波
枕
」
は
、
主
人
公
の
破
局
を
決
定
づ
け
る
事
件
を
進
行
さ
せ
る
方
法
を
と
ら
ず
、
肉
親
や
関
係
者
の
恩
愛
の
情
を
中
心
と
し
て
し
く
み
、
　
「
女
殺
油
地
獄
」
は
、
与
兵
衛
の
乱
暴
ぶ
り
を
周
辺
の
ひ
と
び
と
の
思
い
や
り
と
対
比
さ
せ
て
つ
よ
く
印
象
づ
け
て
い
る
。
下
巻
の
構
成
は
、
五
曲
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
特
色
を
み
せ
て
、
一
貫
性
は
稀
薄
で
あ
る
が
、
し
い
て
あ
げ
れ
ば
、
　
「
博
多
小
女
郎
波
枕
」
と
「
女
殺
油
地
獄
」
に
か
す
か
な
つ
な
が
り
を
み
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
　
「
冥
途
の
飛
脚
」
は
、
新
口
村
の
場
面
で
、
実
父
孫
右
衛
門
を
登
場
さ
せ
、
内
的
情
緒
的
場
面
中
心
に
し
く
み
、
こ
こ
で
も
、
心
中
浄
瑠
璃
に
お
け
る
恩
愛
の
回
顧
の
手
法
の
膨
脹
し
た
さ
ま
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
「
五
十
年
忌
歌
念
仏
」
は
、
関
係
者
を
集
め
て
、
恩
愛
の
場
面
を
進
行
さ
せ
つ
つ
も
、
清
十
郎
の
自
害
、
勘
十
郎
の
断
罪
等
、
外
的
事
件
の
進
行
も
し
く
ま
れ
、
　
「
淀
鯉
出
世
瀧
徳
」
で
は
、
外
的
事
件
中
心
、
　
「
博
多
小
女
郎
波
枕
」
　
「
女
殺
油
地
獄
」
で
は
、
外
的
事
件
の
進
行
と
恩
愛
の
情
緒
的
場
面
が
か
ら
め
て
劇
化
さ
れ
て
い
る
。
　
次
に
、
各
巻
末
の
手
法
を
み
て
い
こ
う
。
　
「
冥
途
の
飛
脚
」
上
之
巻
切
の
趣
向
は
、
屋
敷
方
へ
届
け
る
三
百
両
の
金
子
を
懐
に
店
を
出
た
忠
兵
衛
の
足
が
、
い
つ
し
か
梅
川
の
待
つ
新
町
へ
む
か
っ
て
い
く
と
い
う
、
　
「
心
中
重
井
筒
」
と
同
様
な
、
の
ち
の
羽
織
落
し
に
発
展
し
て
い
く
手
法
を
み
せ
て
い
る
。
こ
う
し
た
手
法
は
、
処
刑
浄
瑠
璃
で
は
こ
の
曲
一
作
の
み
で
他
は
、
悉
く
異
な
っ
た
巻
末
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
る
。
　
「
五
十
年
忌
歌
念
仏
」
で
は
、
清
十
郎
の
妹
お
俊
、
許
婚
お
三
を
連
れ
て
訪
れ
た
水
間
の
里
の
佐
治
右
衛
門
が
、
勘
十
郎
の
計
略
に
か
か
っ
て
、
清
十
郎
に
逢
わ
ず
に
帰
る
場
面
で
あ
り
、
　
「
淀
鯉
出
世
瀧
徳
」
で
は
、
悪
手
代
惣
兵
衛
を
切
ろ
う
と
す
る
新
七
を
女
房
の
お
半
が
必
死
に
止
め
、
互
に
争
い
つ
つ
そ
の
場
を
去
る
と
こ
ろ
で
場
面
が
変
わ
り
、
　
「
博
多
小
女
郎
波
枕
」
で
は
、
大
尽
遊
び
の
毛
剃
一
味
が
惣
七
を
も
仲
間
に
加
え
て
意
気
上
る
と
こ
ろ
へ
、
客
改
め
の
役
人
に
踏
込
ま
れ
、
動
顛
す
る
場
面
で
終
わ
り
、
「
女
殺
油
地
獄
」
一24一
で
は
、
手
討
に
も
な
る
べ
き
は
ず
の
与
兵
衛
が
、
小
栗
八
弥
の
情
け
で
一
命
を
助
け
ら
れ
る
場
面
で
上
巻
が
終
わ
っ
て
い
る
。
　
「
冥
途
の
飛
脚
」
の
中
巻
末
は
、
封
印
切
の
大
罪
を
犯
し
た
忠
兵
衛
が
、
そ
の
事
情
を
梅
川
に
語
っ
て
、
手
に
手
を
と
っ
て
の
が
れ
ゆ
く
場
面
で
あ
る
。
事
情
を
異
に
し
つ
つ
も
、
男
女
主
人
公
が
、
手
に
手
を
と
っ
て
、
旅
に
出
て
い
く
手
法
は
、
他
に
、
　
「
淀
鯉
出
世
瀧
徳
」
　
「
博
多
小
女
郎
波
枕
」
等
に
も
み
ら
れ
、
比
較
的
一
般
性
の
あ
る
中
巻
幕
切
れ
の
手
法
で
あ
っ
た
。
恋
愛
関
係
が
表
面
に
か
ら
ん
で
こ
な
い
「
女
殺
油
地
獄
」
に
こ
の
手
法
の
見
ら
れ
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
下
巻
末
は
、
罪
を
犯
し
た
男
女
の
捕
わ
れ
ま
た
は
自
殺
で
終
る
の
が
一
般
の
手
法
で
あ
っ
た
が
、
　
「
淀
鯉
出
世
瀧
徳
」
の
み
は
、
吾
妻
の
身
請
が
な
っ
て
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
で
終
っ
て
い
る
。
実
説
の
影
響
で
あ
ろ
う
o
　
第
六
に
、
敵
役
の
描
写
を
み
て
お
こ
う
。
純
然
と
し
た
敵
役
が
登
場
し
て
、
主
人
公
を
破
滅
に
追
い
込
む
手
法
の
み
ら
れ
る
の
は
「
五
十
年
忌
歌
念
仏
」
の
勘
十
郎
、
源
十
郎
の
み
で
あ
る
。
敵
役
ら
し
き
も
の
が
登
場
す
る
の
は
、
　
「
淀
鯉
出
世
瀧
徳
」
の
手
代
惣
兵
衛
一
味
で
あ
る
が
、
そ
の
活
躍
は
微
弱
な
も
の
で
、
江
戸
屋
の
没
落
は
、
む
し
ろ
、
新
七
夫
婦
の
い
ま
し
め
を
聞
き
入
れ
ぬ
主
人
勝
二
郎
の
奢
り
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
ふ
し
が
強
い
。
　
「
冥
途
の
飛
脚
」
以
下
の
三
曲
は
、
主
人
公
の
破
滅
の
き
っ
か
け
と
な
る
人
物
は
登
場
し
て
も
、
純
然
た
る
敵
役
と
み
る
こ
と
は
で
き
ず
、
主
人
公
達
が
悪
の
道
に
走
る
の
は
、
か
れ
ら
の
性
格
に
根
ざ
し
た
動
機
に
よ
る
点
が
大
き
い
。
近
松
の
敵
役
描
写
が
前
期
と
後
期
で
か
な
り
変
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
前
に
も
述
べ
た
が
、
そ
の
移
り
変
り
は
、
こ
の
所
刑
浄
瑠
璃
で
も
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
犯
罪
が
犯
罪
と
し
て
成
立
す
る
た
め
に
は
、
敵
役
の
存
在
が
邪
魔
に
な
る
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
。
敵
役
に
一
切
の
非
が
負
わ
さ
れ
て
は
、
主
人
公
は
正
当
で
あ
る
こ
と
に
な
り
、
主
人
公
を
中
心
と
し
た
犯
罪
浄
瑠
璃
は
成
立
し
得
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
所
刑
物
に
敵
役
の
活
躍
す
る
余
地
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
は
、
そ
う
し
た
事
情
に
も
よ
る
。
　
第
七
の
景
事
の
手
法
は
、
五
曲
を
通
じ
て
、
顕
著
な
も
の
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
景
事
が
、
主
人
公
、
殊
に
女
主
人
公
の
美
し
い
＝25T
振
り
を
見
せ
る
と
こ
ろ
に
主
な
ね
ら
い
が
あ
り
、
　
一
方
で
は
道
行
の
場
面
が
設
け
ら
れ
て
い
る
た
め
に
、
徐
々
に
切
捨
て
ら
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
と
い
う
一
般
事
情
と
、
他
方
、
所
刑
物
と
い
う
特
殊
性
格
に
拠
る
と
こ
ろ
も
大
き
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
最
後
に
道
行
の
手
法
を
み
て
お
く
。
　
「
お
夏
清
十
郎
五
十
年
忌
歌
念
仏
」
で
下
之
巻
の
最
初
に
お
夏
狂
乱
の
道
行
が
あ
り
、
　
「
淀
鯉
出
世
瀧
徳
」
の
下
之
巻
の
は
じ
め
に
も
吾
妻
勝
二
郎
の
流
浪
の
道
行
が
あ
る
。
　
「
冥
途
の
飛
脚
」
で
は
大
和
新
口
村
へ
の
道
行
が
設
け
ら
れ
、
　
「
博
多
小
女
郎
波
枕
」
で
は
四
日
市
へ
の
道
行
が
あ
る
が
、
　
「
女
殺
油
地
獄
」
の
み
道
行
場
面
が
存
在
し
な
い
。
こ
こ
で
も
恋
愛
物
で
は
な
い
「
女
殺
油
地
獄
」
の
特
殊
性
格
が
認
め
ら
れ
る
。
　
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
と
こ
ろ
を
、
前
例
に
な
ら
っ
て
表
に
し
て
み
よ
う
。
五
十
年
忌
歌
念
仏
淀
鯉
出
世
瀧
徳
冥
途
の
飛
脚
博
多
小
女
郎
波
枕
女
殺
油
地
獄
一○
×○X×
．：二○
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○
×
X
×
1×
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3
・
一
・
・
マ
○
○
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×
○
×
＿」
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七○○
○
　
　
○
　
　
○
八○○○
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○
　
　
○
　
　
○
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○
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○
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こ
の
結
果
を
綜
合
し
て
み
る
と
、
所
刑
物
（
犯
罪
物
）
に
お
い
て
も
、
姦
通
物
と
同
様
、
戯
曲
作
法
上
の
類
似
点
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
殊
に
、
　
「
淀
鯉
出
世
瀧
徳
」
は
、
他
の
四
曲
と
の
類
似
点
は
、
わ
ず
か
に
三
点
し
か
認
め
ら
れ
ず
、
最
後
淀
．
屋
の
再
興
に
よ
る
ハ
ッ
ビ
ー
エ
ン
ド
で
あ
る
こ
と
、
犯
罪
を
犯
す
人
物
が
、
誤
ま
っ
て
人
を
殺
し
た
傾
城
吾
妻
で
あ
っ
て
、
他
の
四
曲
が
一26一
悉
く
男
主
人
公
の
犯
罪
で
あ
っ
て
、
そ
の
犯
罪
が
プ
ロ
ッ
ト
の
中
心
に
据
え
ら
れ
て
一
曲
が
展
開
す
る
の
と
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
こ
止
な
ど
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
高
野
正
巳
氏
が
、
こ
の
一
曲
を
犯
罪
物
か
ら
は
ず
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
も
理
由
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。
五
　
高
野
辰
之
氏
や
横
山
正
氏
が
仮
構
物
と
呼
ん
で
お
ら
れ
る
「
薩
摩
歌
」
　
「
丹
波
与
作
待
夜
の
こ
む
う
ぶ
し
」
　
「
夕
霧
阿
波
鳴
渡
」
　
「
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
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6
町
女
腹
切
」
　
「
寿
の
門
松
」
の
五
曲
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。
仮
構
物
と
は
横
山
氏
の
御
説
明
に
よ
れ
ば
、
観
客
周
知
の
事
件
を
題
材
に
し
て
、
比
較
的
事
実
に
忠
実
に
劇
化
し
た
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
　
「
実
説
に
あ
ま
り
拘
束
さ
れ
な
い
で
、
作
者
が
比
較
的
自
由
に
創
作
の
筆
を
ふ
る
っ
た
も
の
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
五
曲
を
代
表
さ
せ
て
、
初
作
の
「
薩
摩
歌
」
に
つ
い
て
み
よ
う
。
　
近
松
の
世
話
浄
瑠
璃
と
し
て
は
、
「
曽
根
崎
心
中
」
に
つ
づ
く
二
作
目
で
、
か
れ
の
劇
作
法
と
し
て
も
か
な
り
動
揺
を
示
し
て
い
る
作
で
あ
る
。
お
万
源
五
兵
衛
と
小
万
三
五
兵
衛
の
二
つ
の
筋
が
同
時
に
進
行
し
て
い
く
が
、
そ
の
相
互
の
か
ら
み
合
い
が
必
ず
し
も
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
。
上
之
巻
は
、
京
の
平
鹿
殿
屋
敷
で
奴
召
抱
え
の
試
問
会
が
行
な
わ
れ
、
奴
つ
ま
蔵
実
は
事
情
あ
っ
て
郷
里
鹿
児
島
を
出
て
流
浪
し
て
い
た
源
五
兵
衛
が
抱
え
ら
れ
た
。
こ
の
つ
ま
蔵
に
こ
の
屋
敷
の
姉
娘
小
万
が
言
寄
る
が
、
こ
れ
は
、
林
と
名
を
改
め
て
、
女
装
し
て
屋
敷
に
入
り
込
ん
で
い
た
許
婚
三
五
兵
衛
の
心
を
み
る
為
の
ト
リ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。
こ
の
三
五
兵
衛
の
親
の
敵
石
子
久
弥
の
動
静
が
、
源
五
兵
衛
の
口
か
ら
明
か
さ
れ
る
と
い
う
の
が
上
之
巻
の
梗
概
で
あ
る
。
身
代
り
や
変
装
を
多
用
し
、
「
曽
根
崎
心
中
」
と
同
様
に
、
主
入
公
を
め
ぐ
る
重
要
な
事
情
は
す
べ
て
登
場
人
物
の
語
り
の
な
か
に
明
か
さ
れ
、
正
当
に
舞
台
化
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
素
朴
な
手
法
を
と
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
作
の
価
値
を
い
ち
じ
る
し
く
減
じ
て
い
る
。
中
之
巻
は
、
薩
摩
の
さ
ら
し
布
屋
琉
球
屋
の
お
ら
ん
と
、
こ
と
慌
27「…
介
と
変
名
し
て
出
入
り
す
る
源
五
兵
衛
の
ふ
た
り
の
恋
愛
と
、
そ
れ
を
妨
げ
る
義
理
の
母
を
中
心
に
筋
が
展
開
す
る
。
上
之
巻
と
中
之
巻
と
の
間
に
大
き
な
切
れ
め
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
た
場
面
を
つ
く
っ
て
お
り
、
わ
ず
か
に
、
中
之
巻
に
至
っ
て
、
上
之
巻
に
登
場
し
た
お
ら
ん
が
再
登
場
し
て
連
絡
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
上
、
中
、
下
共
に
外
的
事
件
が
中
心
と
な
っ
て
い
て
、
情
緒
的
場
面
が
少
く
、
中
之
巻
の
「
縫
物
尽
し
く
の
ぜ
つ
」
の
如
く
、
本
来
は
男
女
の
愛
情
を
か
わ
し
あ
う
濡
れ
事
の
場
面
が
景
事
化
さ
れ
て
、
外
的
な
視
覚
性
と
、
音
楽
性
を
ね
ら
っ
て
い
る
の
が
、
こ
の
「
薩
摩
歌
」
の
特
色
と
い
え
よ
う
。
　
こ
の
よ
う
な
一
曲
の
構
成
が
、
他
の
作
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
　
「
丹
波
与
作
待
夜
の
こ
む
う
ぶ
し
」
の
上
之
巻
は
主
従
の
義
理
と
親
子
の
情
愛
を
中
心
と
し
て
つ
く
り
あ
げ
ら
れ
、
中
之
巻
は
外
的
事
件
中
心
、
下
之
巻
は
景
事
中
心
と
な
っ
て
、
　
「
薩
摩
歌
」
と
の
類
似
性
は
薄
い
。
こ
の
「
丹
波
与
作
待
夜
の
こ
む
う
ぶ
し
」
と
類
似
の
構
成
を
み
せ
る
の
が
、
　
「
夕
霧
阿
波
鳴
渡
」
で
あ
り
、
　
「
長
町
女
腹
切
」
は
、
上
之
巻
に
内
的
情
趣
場
面
、
中
之
巻
に
外
的
事
件
と
つ
づ
く
点
は
、
こ
の
両
者
に
同
じ
で
あ
る
が
、
下
之
巻
に
、
半
七
の
似
せ
脇
差
す
り
か
え
の
罪
を
背
負
っ
て
死
ぬ
叔
母
を
登
場
さ
せ
、
｝
曲
の
結
末
を
つ
け
る
外
的
事
件
中
心
と
な
っ
て
差
異
を
み
せ
て
い
る
。
　
「
山
崎
与
次
兵
衛
寿
の
門
松
」
の
上
巻
、
下
巻
は
外
的
事
件
、
中
巻
は
、
徹
底
し
た
内
的
情
緒
場
面
と
な
っ
て
い
て
、
他
の
四
曲
と
異
な
っ
て
い
る
。
　
次
に
上
巻
の
構
成
を
吟
味
し
て
み
よ
う
。
　
「
薩
摩
歌
」
の
上
之
巻
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
主
人
公
た
ち
の
複
雑
に
入
組
ん
だ
関
係
が
設
定
さ
れ
て
い
な
が
ら
も
、
重
要
な
事
実
は
す
べ
て
、
登
場
人
物
の
口
を
通
し
て
語
ら
れ
る
と
い
う
「
曽
根
崎
心
中
」
の
方
法
か
ら
い
く
ら
も
脱
化
し
て
い
な
か
っ
た
。
主
人
公
の
複
雑
な
素
姓
の
設
定
と
い
う
点
で
共
通
性
を
持
つ
の
は
「
丹
波
与
作
待
夜
の
こ
む
う
ぶ
し
」
「
長
町
女
腹
切
」
の
二
曲
で
、
劇
展
開
の
必
然
性
と
い
う
点
で
は
る
か
な
進
歩
を
み
せ
な
が
ら
も
、
そ
の
複
雑
な
事
情
が
、
登
場
人
物
の
口
を
借
り
て
説
明
さ
れ
る
点
で
も
ほ
ぼ
共
通
性
が
あ
る
。
一28一
　
第
三
の
中
巻
の
構
成
を
み
る
に
、
　
「
薩
摩
歌
」
で
は
、
女
主
人
公
お
万
が
は
じ
め
て
登
場
し
、
自
分
の
身
に
起
っ
た
結
婚
の
話
と
源
五
兵
衛
と
の
恋
の
板
ば
さ
み
に
苦
し
む
と
い
う
設
定
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
へ
、
更
に
、
京
で
源
五
兵
衛
と
契
っ
た
お
ら
ん
が
登
場
し
、
筋
は
も
つ
れ
て
い
く
。
女
主
人
公
が
は
じ
め
て
登
場
す
る
と
い
う
点
で
こ
れ
と
共
通
性
を
持
つ
の
が
「
丹
波
与
作
待
夜
の
こ
む
う
ぶ
し
」
で
劇
の
後
半
に
、
上
之
巻
と
の
関
係
を
示
す
三
吉
が
登
場
し
て
く
る
こ
と
で
も
一
致
を
み
せ
て
い
る
。
　
「
薩
摩
歌
」
の
下
之
巻
は
、
お
万
を
取
返
し
に
き
た
母
親
の
一
行
に
殴
傷
沙
汰
に
及
ん
だ
源
五
兵
衛
が
申
し
訳
の
た
め
に
自
害
を
は
か
る
が
、
み
ご
と
に
仇
を
討
っ
て
駆
け
つ
け
た
三
五
兵
衛
小
万
夫
婦
に
よ
っ
て
助
け
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
お
万
に
起
っ
て
い
た
結
婚
話
も
、
源
五
兵
衛
の
た
め
に
し
く
ん
だ
三
五
兵
衛
の
計
略
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
　
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
と
い
う
点
に
焦
点
を
し
ぼ
れ
ば
、
他
の
四
曲
共
に
共
通
に
す
る
が
、
そ
こ
に
、
近
親
者
の
犠
牲
が
か
ら
ん
で
く
る
点
で
、
　
「
長
町
女
腹
切
」
の
み
は
異
色
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
　
第
五
の
巻
末
の
手
法
を
み
て
み
よ
う
。
　
「
薩
摩
歌
」
上
之
巻
末
は
、
源
五
兵
衛
の
追
放
で
終
る
。
　
「
丹
波
与
作
待
夜
の
こ
む
う
ぶ
し
」
は
重
の
井
三
吉
の
泣
別
れ
の
あ
と
、
姫
の
一
行
の
関
東
出
発
で
幕
切
れ
と
な
り
、
　
「
夕
霧
阿
波
鳴
渡
」
は
、
夕
霧
伊
左
衛
門
か
ら
一
子
源
之
介
を
托
さ
れ
た
平
岡
左
近
本
妻
雪
が
駕
籠
に
載
せ
て
つ
れ
帰
る
と
こ
ろ
で
終
り
、
　
「
長
町
女
腹
切
」
は
、
刀
に
ま
つ
わ
る
因
縁
話
を
語
っ
た
叔
母
の
帰
る
と
こ
ろ
で
、
　
「
寿
の
門
松
」
は
、
与
次
兵
衛
が
与
平
の
罪
を
身
に
ひ
き
受
け
て
捕
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
終
っ
て
い
る
。
各
巻
末
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
が
あ
っ
て
、
そ
の
間
に
一
貫
性
を
求
め
が
た
い
。
中
巻
末
の
手
法
を
み
る
と
、
　
「
薩
摩
歌
」
で
は
、
お
ら
ん
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
、
さ
ら
し
布
を
使
っ
て
の
お
万
の
脱
出
で
終
る
。
脱
出
と
い
う
点
で
、
共
通
の
も
の
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
　
「
丹
波
与
作
待
夜
の
こ
む
う
ぶ
し
」
と
「
寿
の
門
松
」
で
、
　
「
長
町
女
腹
切
」
は
、
道
行
を
下
巻
冒
頭
で
は
な
く
、
中
巻
最
後
に
据
え
て
い
る
。
「
薩
摩
歌
」
の
下
之
巻
最
後
が
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
で
終
っ
て
い
る
こ
と
は
ま
え
に
述
べ
た
。
　
「
丹
波
与
作
」
は
、
　
「
与
作
踊
」
で
、
　
「
夕
一29一
霧
阿
波
鳴
渡
」
は
、
夕
霧
本
復
の
め
で
た
い
踊
り
で
、
　
「
長
町
女
腹
切
は
」
は
、
叔
母
の
自
害
を
い
た
む
弔
い
の
文
句
で
、
　
「
寿
の
門
松
」
は
、
祝
い
の
三
々
九
度
で
終
っ
て
い
る
。
・
「
長
町
女
腹
切
」
｝
曲
を
除
け
ば
、
他
の
四
曲
に
は
共
通
性
を
認
め
え
よ
う
。
　
第
六
に
敵
役
設
定
の
手
法
を
み
て
み
よ
う
。
　
「
薩
摩
歌
」
の
中
之
巻
に
は
、
お
万
源
五
兵
衛
の
恋
の
邪
魔
を
す
る
お
ま
ん
の
継
母
が
登
場
し
、
下
之
巻
で
も
、
こ
の
継
母
が
お
万
源
五
兵
衛
の
追
手
と
し
て
登
場
す
る
。
こ
の
継
母
は
、
敵
役
的
性
格
の
き
わ
め
て
濃
い
も
の
で
あ
る
。
　
「
長
町
女
腹
切
」
の
中
之
巻
に
登
場
す
る
お
花
の
継
父
西
陣
の
九
兵
衛
も
、
こ
の
義
母
に
類
す
る
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
　
「
丹
波
与
作
」
の
中
之
巻
に
登
場
す
る
八
蔵
、
　
「
寿
の
門
松
」
の
上
巻
・
下
巻
に
登
場
す
る
彦
介
な
ど
は
純
然
た
る
敵
役
と
み
ら
れ
る
。
　
「
夕
霧
阿
波
鳴
渡
」
に
は
敵
役
は
登
場
し
な
い
。
　
第
七
に
景
事
の
手
法
を
み
て
お
こ
う
。
道
行
の
他
に
、
景
事
や
節
事
の
据
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
　
「
薩
摩
歌
」
上
之
巻
の
「
諸
国
鑓
じ
る
し
」
、
　
「
丹
波
与
作
」
上
之
巻
の
「
道
中
双
六
」
、
下
之
巻
最
後
の
「
与
作
踊
り
」
、
　
「
夕
霧
阿
波
鳴
渡
」
下
之
巻
の
「
あ
ひ
の
山
」
の
三
曲
で
あ
り
、
他
の
二
曲
に
は
、
こ
れ
に
類
す
る
景
事
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。
　
第
八
に
、
道
行
の
あ
る
の
は
、
　
「
薩
摩
歌
」
の
下
之
巻
初
め
の
「
源
五
兵
衛
お
ま
ん
夢
分
舟
」
、
　
「
丹
波
与
作
」
下
之
巻
の
「
与
作
小
ま
ん
夢
路
の
こ
ま
」
、
　
「
長
町
女
腹
切
」
中
之
巻
切
の
「
お
は
な
半
七
道
行
」
、
　
「
寿
の
門
松
」
下
巻
の
「
与
次
兵
衛
あ
づ
ま
み
ち
行
」
の
四
曲
で
、
　
「
夕
霧
阿
波
鳴
渡
」
に
は
道
行
は
存
在
し
な
い
。
　
以
上
の
結
果
を
こ
れ
ま
で
の
例
に
従
っ
て
図
示
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
薩
摩
歌
二
×
○
三○
四○
1
五2
×
○
3
ノ、
七
八
○
○
　
　
○
○
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丹
波
与
作
待
夜
の
こ
む
う
ぶ
し
夕
霧
阿
波
鳴
渡
長
町
女
腹
切
山
崎
与
次
兵
衛
寿
の
門
松
○○XX
○×○×
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×
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○○
○
○
○
×
○
×
×
○
×
○
　
　
○
○
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五
曲
の
う
ち
、
「
薩
摩
歌
」
「
丹
波
与
作
」
「
寿
の
門
松
」
の
相
関
性
は
高
く
、
「
夕
霧
阿
波
鳴
渡
」
と
「
長
町
女
腹
切
」
の
二
作
は
や
や
異
質
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
更
に
、
こ
の
二
曲
の
内
容
を
吟
味
す
る
と
、
一
曲
の
構
成
や
、
下
巻
最
後
の
切
の
手
法
な
ど
か
ら
判
断
し
て
、
　
「
長
町
女
腹
切
」
の
相
関
性
が
も
っ
と
も
稀
薄
で
あ
る
と
い
う
結
論
が
導
き
だ
せ
る
。
題
材
か
ら
判
断
し
て
も
、
　
「
長
町
女
腹
切
」
は
犯
罪
物
と
し
て
の
性
格
が
濃
く
、
仮
構
物
に
含
め
る
の
が
は
た
し
て
妥
当
な
り
や
い
な
や
と
い
う
疑
問
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
曲
が
仮
構
物
に
分
類
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
実
説
が
明
ら
か
で
な
い
と
い
う
一
点
に
拠
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
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こ
れ
ま
で
、
心
中
物
十
一
曲
、
姦
通
物
三
曲
、
処
刑
物
（
犯
罪
物
）
五
曲
、
仮
構
物
五
曲
を
従
前
の
分
類
法
に
拠
っ
て
そ
の
戯
曲
構
成
を
中
心
に
し
て
吟
味
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
心
中
物
十
一
曲
は
、
そ
の
数
の
多
い
こ
と
、
作
劇
期
間
の
長
期
に
わ
た
る
こ
と
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
な
り
相
関
性
の
高
い
劇
作
法
上
の
類
型
性
を
そ
な
え
て
い
て
、
こ
れ
を
一
群
の
作
品
と
し
て
分
類
す
る
こ
と
に
ほ
と
ん
ど
支
障
を
き
た
さ
な
い
こ
と
を
知
り
え
た
。
類
型
性
は
、
姦
通
物
、
処
刑
物
、
仮
構
物
の
順
で
稀
薄
と
な
り
、
ま
た
こ
れ
ら
の
分
類
の
な
か
に
あ
っ
て
、
姦
通
物
で
は
「
大
経
師
昔
暦
」
、
処
刑
物
で
は
「
淀
鯉
出
世
瀧
徳
」
、
仮
構
物
で
は
「
長
町
女
腹
切
」
に
そ
れ
ぞ
れ
問
題
点
の
大
経
師
昔
暦
×
×
可
○
×
○
○
○
○
X
五
十
年
忌
歌
念
仏
丹
波
与
作
待
夜
の
こ
む
う
ぶ
し
夕
霧
阿
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鳴
渡
○
×
×
○
×
×
○
×
○
×
○
○
○
○
×
○
○
○
○
○
×
OI
○
○
×
○
○
○
×
○
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摩
歌
X
○
○
○
×
○
○
○
○
○
作
品
名
趣
向
四
1
2五
3
六
七
八
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
こ
の
三
曲
を
ど
の
よ
う
に
処
理
し
て
、
近
松
世
話
浄
瑠
璃
に
新
し
い
分
類
を
施
し
え
る
か
、
次
に
考
え
て
み
よ
う
o
　
「
大
経
師
昔
．
暦
」
が
、
姦
通
物
の
な
か
に
あ
っ
て
、
異
色
な
の
は
、
素
材
そ
の
も
の
が
、
古
い
伝
承
の
世
界
に
属
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
か
な
り
自
由
に
構
想
を
か
ま
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
姦
通
と
い
う
罪
を
犯
し
な
が
ら
も
、
一
曲
の
最
後
を
、
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
で
締
め
く
く
る
と
い
う
、
他
の
二
曲
と
い
ち
じ
る
し
く
異
な
る
結
末
を
つ
く
っ
て
い
る
。
こ
の
結
末
は
、
じ
つ
は
、
　
「
薩
摩
歌
」
、
　
「
五
十
年
忌
歌
念
仏
」
、
　
「
丹
波
与
作
」
、
　
「
夕
霧
阿
波
鳴
渡
」
、
　
「
寿
の
門
松
」
な
ど
、
古
伝
承
に
取
材
し
た
作
品
に
共
通
に
み
ら
れ
る
こ
と
で
、
近
松
の
戯
曲
作
法
上
の
重
要
な
手
法
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ
の
手
法
を
重
視
す
れ
ば
、
い
わ
ば
古
伝
承
物
と
も
称
す
ぺ
き
分
類
を
設
け
て
、
こ
れ
ら
の
作
を
一
括
し
て
ふ
く
め
る
べ
き
こ
と
に
な
る
。
　
や
や
機
械
的
な
ま
と
め
に
な
る
が
、
　
「
大
経
師
昔
暦
」
は
姦
通
物
の
な
か
で
、
七
割
の
類
似
性
を
持
っ
て
い
た
。
同
様
な
吟
味
を
こ
の
古
伝
承
物
六
曲
に
つ
い
て
行
な
い
、
そ
の
結
果
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
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醐
鋳
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X
×
×
○
×
○
○
○
　
　
○
　
　
○
　
六
曲
間
相
互
の
類
型
率
を
求
め
て
い
く
と
、
　
「
大
経
師
昔
暦
」
は
五
割
の
相
関
性
を
示
す
が
、
姦
通
物
相
互
間
の
七
割
に
は
及
ば
な
い
こ
と
に
な
る
。
従
来
の
素
材
を
中
心
に
し
た
分
類
で
、
　
「
大
経
師
昔
暦
」
を
姦
通
物
に
含
め
る
や
り
方
は
、
作
劇
法
の
類
型
性
の
う
え
で
も
承
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
更
に
、
こ
の
表
で
注
意
さ
れ
る
の
は
「
五
十
年
忌
歌
念
仏
」
で
あ
る
。
こ
の
曲
は
、
処
刑
物
と
し
て
は
六
割
の
相
関
率
し
か
示
さ
な
か
っ
た
が
、
仮
構
物
を
中
心
と
し
て
作
製
し
た
こ
の
古
伝
承
物
の
表
で
は
、
七
割
の
相
関
率
を
示
し
て
い
る
。
し
か
も
、
所
刑
物
の
他
の
曲
が
こ
と
ご
と
く
近
時
の
で
き
事
を
扱
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
の
作
は
、
古
い
伝
承
の
世
界
の
事
件
を
扱
っ
て
い
る
。
こ
の
曲
は
、
犯
罪
物
か
ら
は
ず
し
て
、
む
し
ろ
、
仮
構
物
に
加
え
る
の
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
次
に
所
刑
物
で
問
題
と
し
た
「
淀
鯉
出
世
瀧
徳
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
こ
の
曲
が
わ
ず
か
三
割
の
相
関
率
し
か
も
た
ず
、
横
領
罪
や
殺
人
は
し
く
ま
れ
て
い
て
も
、
最
後
が
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
で
あ
る
点
で
か
な
り
異
色
な
作
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
ふ
れ
た
。
高
野
正
巳
氏
は
、
こ
の
曲
を
処
刑
物
か
ら
は
ず
し
て
、
　
「
夕
霧
阿
波
鳴
渡
」
と
と
も
に
傾
城
物
と
い
う
一
分
野
を
設
け
ら
れ
た
。
氏
は
、
傾
城
物
に
つ
い
て
、
　
「
傾
城
事
の
浄
瑠
璃
で
、
単
な
る
廓
場
が
設
け
ら
れ
て
あ
る
と
い
う
意
味
で
な
く
、
元
禄
歌
舞
伎
の
傾
城
買
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
手
法
を
そ
の
ま
ま
浄
瑠
璃
に
取
入
れ
た
も
の
を
指
す
」
と
規
定
し
て
お
ら
れ
る
。
．
こ
の
二
曲
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
例
と
同
様
、
そ
の
相
関
率
を
吟
味
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
な
結
果
と
な
る
。
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一
曲
の
構
造
は
、
上
下
二
巻
物
の
「
淀
鯉
出
世
瀧
徳
」
の
上
之
巻
を
新
町
の
場
面
と
、
京
街
道
の
場
面
と
に
区
分
し
て
考
え
る
と
、
上
之
巻
は
外
的
事
件
中
心
、
中
之
巻
は
情
緒
的
場
面
中
心
と
な
っ
て
、
両
曲
問
に
や
や
相
似
性
が
あ
る
が
、
殺
人
事
件
と
い
う
破
局
を
し
く
む
「
淀
鯉
出
世
瀧
徳
」
下
之
巻
に
対
し
、
　
「
相
の
山
」
の
哀
切
な
メ
ロ
デ
ィ
を
基
調
に
、
親
子
夫
婦
の
情
愛
を
し
み
じ
み
と
演
じ
る
「
夕
霧
阿
波
鳴
渡
」
の
下
之
巻
と
は
決
定
的
な
相
違
を
み
せ
る
。
第
二
の
上
巻
の
構
成
は
、
傾
城
買
場
面
を
重
要
な
見
せ
場
と
す
る
「
夕
霧
阿
波
鳴
渡
」
と
忠
義
な
手
代
新
七
の
勝
二
郎
へ
の
諫
言
を
見
せ
場
と
す
る
「
淀
鯉
出
世
瀧
徳
」
で
は
や
は
り
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
第
三
の
中
巻
の
構
成
は
、
周
囲
の
人
の
善
意
を
中
心
と
す
る
「
淀
鯉
出
世
瀧
徳
」
と
、
一
子
源
之
介
を
め
ぐ
る
親
子
の
情
愛
を
中
心
と
す
る
「
夕
霧
阿
波
鳴
渡
」
で
は
、
情
緒
性
重
視
と
い
う
点
で
は
ほ
ぼ
似
た
も
の
が
あ
る
が
、
　
「
淀
鯉
出
世
瀧
徳
」
の
京
街
道
の
場
は
、
そ
の
前
場
に
付
属
す
る
端
場
と
し
て
の
扱
い
が
目
立
ち
、
全
体
と
し
て
は
、
や
は
り
、
類
型
性
は
薄
い
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
第
四
の
下
之
巻
の
構
成
に
大
き
な
相
違
が
あ
る
こ
と
は
、
第
一
で
み
た
通
り
で
あ
る
。
　
「
淀
鯉
出
世
瀧
徳
」
は
、
こ
こ
で
、
歌
舞
伎
う
つ
し
の
傾
城
買
場
面
を
し
く
ん
で
い
る
の
に
対
し
、
　
「
夕
霧
阿
波
鳴
渡
」
で
は
、
情
緒
過
多
の
哀
愁
味
あ
る
場
面
と
な
っ
て
い
る
。
次
に
、
各
巻
の
巻
末
の
手
法
を
み
る
に
、
上
之
巻
、
中
之
巻
は
類
似
性
が
認
め
が
た
く
、
下
之
巻
の
切
に
の
み
、
ハ
ッ
ピ
・
ー
エ
ン
ド
と
い
う
点
で
、
同
一
性
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
六
は
敵
役
の
手
法
で
あ
る
。
　
「
淀
鯉
出
世
瀧
徳
」
の
手
代
惣
兵
衛
一
味
は
、
微
弱
な
が
ら
も
敵
役
的
性
格
を
帯
び
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
ふ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
　
「
夕
霧
阿
波
鳴
渡
」
に
は
全
く
敵
役
は
存
在
し
な
い
。
第
七
の
景
事
、
節
事
の
手
法
は
、
　
「
夕
霧
阿
波
鳴
渡
」
に
は
み
ら
れ
る
が
、
　
「
淀
鯉
出
世
瀧
徳
」
に
は
存
在
せ
ず
、
逆
に
、
第
八
の
道
行
は
「
淀
鯉
出
世
瀧
徳
」
に
み
ら
れ
て
、
　
「
夕
霧
阿
波
鳴
渡
」
に
は
存
在
し
な
い
。
　
以
上
の
よ
う
に
吟
味
し
て
み
る
と
、
両
曲
は
、
廓
場
を
設
け
る
こ
と
、
傾
城
の
太
夫
の
登
場
す
る
こ
と
、
身
分
、
正
体
を
隠
し
た
客
の
身
請
話
が
起
き
る
こ
と
な
ど
の
、
素
材
上
、
趣
向
上
の
類
似
は
若
干
み
ら
れ
て
も
、
作
品
の
構
成
上
の
類
型
性
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
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こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
二
曲
を
同
一
分
類
に
ふ
く
め
る
こ
と
は
こ
の
点
で
容
認
し
が
た
い
も
の
と
い
え
よ
う
。
　
最
後
に
、
仮
構
物
中
の
「
長
町
女
腹
切
」
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。
問
題
は
、
こ
の
曲
を
仮
構
物
か
ら
は
ず
し
て
、
所
刑
物
（
犯
罪
物
）
に
加
え
る
こ
と
の
是
非
で
あ
る
。
所
刑
物
の
代
表
曲
と
も
い
え
る
「
冥
途
の
飛
脚
」
と
比
較
し
て
、
そ
の
相
関
性
を
示
す
と
次
の
よ
う
結
果
に
な
る
。作
品
名
趣
向
冥
途
の
飛
脚
長
町
女
腹
切
一○○
二
三
・
一
・
○
○
四○○
五
1×〈
9
臼
　
　
　
　
3
○○
×X
⊥／＼○○
七○○
　Fr
／Y○○
　
こ
の
両
曲
は
、
十
項
目
中
実
に
八
項
目
と
い
う
高
い
相
関
率
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
　
「
長
町
女
腹
切
」
が
仮
構
物
と
し
て
は
、
わ
ず
か
四
割
の
相
関
率
し
か
示
さ
な
か
っ
た
の
と
は
大
き
な
相
違
が
あ
る
。
こ
の
曲
は
、
仮
構
物
か
ら
は
ず
し
て
所
刑
物
（
犯
罪
物
）
に
加
え
る
べ
き
こ
と
に
な
る
が
、
た
だ
し
、
そ
の
場
合
、
所
刑
物
と
い
う
名
称
は
犯
罪
物
と
い
う
名
称
に
改
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
　
「
長
町
女
腹
切
」
は
、
犯
罪
事
件
は
し
く
ん
で
い
る
が
、
叔
母
の
犠
牲
の
切
腹
に
よ
り
、
主
人
公
の
所
刑
は
免
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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こ
れ
ま
で
の
結
果
を
考
慮
し
て
、
近
松
の
世
話
浄
瑠
璃
の
分
類
の
試
案
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
心
中
物
十
一
曲
　
「
曽
根
崎
心
中
」
　
「
心
中
二
枚
絵
草
紙
」
　
「
卯
月
紅
葉
」
　
「
卯
月
の
潤
色
」
　
「
心
中
重
井
筒
」
　
「
心
中
刃
は
氷
の
朔
日
」
　
年
草
」
　
「
今
宮
の
心
中
」
　
「
生
玉
心
中
」
　
「
心
中
天
の
網
島
」
　
「
心
中
宵
庚
申
」
「
心
中
万
　
姦
通
物
　
三
曲
　
　
「
堀
河
波
鼓
」
「
大
経
師
昔
暦
」
「
鑓
の
権
三
重
帷
子
」
　
犯
罪
物
　
五
曲
　
　
9
「
淀
鯉
出
世
瀧
徳
」
　
「
冥
途
の
飛
脚
」
　
「
長
町
女
腹
切
」
　
「
博
多
小
女
郎
波
枕
」
　
「
女
殺
油
地
獄
」
　
仮
構
物
　
五
曲
　
　
「
薩
摩
歌
」
「
五
十
年
忌
歌
念
仏
」
「
丹
波
与
作
待
夜
の
こ
む
う
ぶ
し
」
　
「
夕
霧
阿
波
鳴
渡
」
「
山
崎
与
次
兵
衛
寿
の
門
松
し
一
、
二
の
曲
の
入
れ
換
え
が
あ
っ
た
の
み
で
、
従
前
の
、
殊
に
高
野
辰
之
氏
の
分
類
と
大
差
の
な
い
も
の
と
な
っ
た
が
、
戯
曲
構
成
の
類
型
性
、
更
に
は
作
劇
法
を
も
か
な
り
な
程
度
ま
で
考
慮
に
入
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
そ
れ
な
り
の
存
在
価
値
を
主
張
し
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
注注注注注注注注注注10987654321
『
近
松
世
話
浄
瑠
璃
詳
解
第
一
巻
』
　
（
明
治
4
0
、
春
陽
堂
）
『
江
戸
文
学
史
中
巻
』
　
（
昭
和
1
0
、
東
京
堂
）
『
浄
瑠
璃
史
』
　
（
昭
和
1
8
、
青
磁
社
）
「
近
松
作
品
の
分
類
法
」
　
（
国
語
と
国
文
学
昭
和
4
3
。
3
）
「
近
松
世
話
物
の
展
開
」
　
（
浄
瑠
璃
操
芝
居
の
研
究
第
三
節
、
昭
和
3
8
、
風
間
書
房
）
「
曽
根
崎
心
中
」
の
み
正
本
に
巻
の
区
別
な
く
、
一
巻
と
し
て
上
演
さ
れ
た
。
拙
稿
「
近
松
浄
瑠
璃
の
戯
曲
作
法
i
世
話
浄
瑠
璃
の
構
造
ー
」
　
（
解
釈
と
鑑
賞
昭
和
4
5
・
1
0
）
こ
の
区
分
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
祐
田
善
雄
氏
「
紙
屋
内
の
段
十
六
」
　
（
心
中
天
の
網
島
注
釈
三
十
三
、
解
釈
と
鑑
賞
昭
和
4
4
・
6
）
参
照
、
祐
田
善
雄
氏
「
近
松
の
音
楽
と
構
成
」
　
（
国
文
学
昭
4
6
・
9
）
参
照
。
松
崎
仁
氏
「
近
松
心
中
物
の
中
之
巻
」
　
（
日
本
演
劇
学
会
紀
要
7
、
昭
和
4
6
・
6
）
、
信
多
純
一
氏
「
近
松
世
話
浄
瑠
璃
の
方
法
－
心
中
物
を
一36一
　
中
心
と
し
て
i
L
　
（
帝
塚
山
演
劇
学
第
二
巻
第
一
号
、
昭
和
4
4
・
5
）
参
照
。
注
1
1
　
松
崎
仁
氏
「
重
井
筒
と
氷
の
朔
日
」
　
（
法
政
日
本
文
学
研
究
会
編
『
文
学
研
究
』
第
二
十
一
号
）
参
照
。
注
1
2
　
横
山
正
氏
前
掲
書
。
注
1
3
　
向
井
芳
樹
氏
「
近
松
世
話
浄
る
り
の
結
句
に
つ
い
て
」
　
（
帝
塚
山
学
院
大
学
『
日
本
文
学
研
究
』
創
刊
号
、
昭
和
4
3
・
3
）
参
照
。
注
1
4
　
高
野
正
巳
氏
「
近
松
の
悲
劇
に
於
け
る
敵
役
の
意
義
」
　
（
近
世
演
劇
の
研
究
、
昭
和
1
6
、
東
京
堂
）
注
1
5
　
横
山
正
氏
前
掲
書
所
収
「
浄
瑠
璃
の
道
行
」
、
橘
英
哲
氏
「
近
松
の
道
行
」
　
（
筑
紫
女
学
園
短
期
大
学
紀
要
第
一
号
、
昭
4
1
・
3
）
、
　
「
道
行
の
二
つ
の
顔
」
　
（
角
川
書
店
『
国
語
科
通
信
』
昭
和
4
4
・
1
1
）
注
1
6
　
横
山
正
氏
前
掲
書
五
六
一
ぺ
ー
ジ
参
照
。
注
1
7
　
注
4
参
照
。
松
崎
仁
氏
一37一
